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弥生時代貯蔵穴SUO6内土器出土状態（南から）

火葬墓SX02敷石出土状態（西から）



土壌墓SXOl（南東から）

土壌墓SXOl内遺物出土状態（南西から）



序　　文

玄界灘に画した福岡市は、豊かな自然環境と歴史的な遺産に恵まれています。しかし、近年

の福岡市は著しい都市化によってその姿を変貌しつつあります。

福岡市教育委員会では、市域内における各種の開発事業に伴い、失なわれゆく埋蔵文化財の

保存と保護措置に努めているところでもあります。

福岡市の西部に位置する早良平野は、大陸との交流の中で古くから栄え、遺跡も多く存在し

ている地域ですが、都市の市街地化の拡大と共に、都市基盤の整備がすすめられ、これに伴い

埋蔵文化財の発掘調査も増加しているところでもあります。

この中でも有田遺跡は、「有田・小田部」と呼ばれる台地上に立地し、最も古くから遺跡が

存在する地域です。従来の発掘調査では旧石器時代から江戸時代までの重要な遺構．遺物を発

見しており、特に弥生時代はじめの環濠は、板付遺跡に匹敵するもので、早良平野における弥

生時代の始まりと稲作の状況を知る重要な資料となっています。

本書は昭和58年度に発掘調査を行った有田遺跡第80次調査の成果について報告するものです。

今回の発掘調査では、弥生時代前期の貯蔵穴や住居跡、古墳時代の溝、中世の土壌墓．火葬

墓．掘立柱建物などの遺構を発見しました。これらの遺構とその出土遺物は早良平野における

弥生時代から戦国時代までの歴史的な事件・事実を知る重要な手懸かりになるものと考えられ

ます。

本書が、市民の埋蔵文化財保護に対するご理解と認識を深める一助となり、また研究資料と

してご活用頂ければ幸いに存じます。

平成10年3月31日

福岡市教育委員会

教育長　町田　英俊
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（1）本書は、福岡市早良区有田・小田部．南庄地域内における住宅開発に伴い、福岡市教育委員会が

昭和58年度において国庫補助を得て実施した緊急発掘調査報告書である。

（2）本書には、昭和58年度に実施した第80次調査について収録する。

（3）本書では、有田．小田部台地上の遺跡を一連のものと見倣し、広義の有田遺跡と呼称する。

（4）発掘調査は、松村道博、井澤洋一が担当した。

（5）本書に掲載した遺構実測は、松村、井澤、谷沢仁、清原ユリ子、金子由利子、庄野崎ビデ子、砥

綿千江子が行った。

（6）本書に掲載した遺物実測図は、廣寄香が主に実測した。石器については器械実測を行い、池田

孝弘、牛房綾子が担当した。

（7）遺構．遺物の製図は、主に廣寄、牛房が行い、石器の製図は、井澤が担当した。

（8）遺構の写真撮影は、松村、井澤が分担して行い、遺物の撮影は、渋谷博之、牛房が行った。

（9）本書に掲載する遺構．遺物一覧表は、廣昔が主に行い、吉田扶希子、牛房が補足作成した。

㈹　本書作成にあたっては、上笹貫久美子、西口キミ子、福田小菊、多田映子、田中昭子の協力を得た。

㈹　遺構番号は、発掘調査中に於いて便宜的に遺構一覧表Tab・2に示すように、遺構の種類によっ

て、溝＝M、土壌＝D、住居跡＝J等の記号を用いたが、整理作業の段階において正式な遺構略号

を遺構番号の頭に付けた。

遺構略号として用いたのはSC（住居跡）、SK（土壌）、SU（貯蔵穴）、SX（土壌墓．火

葬墓）、SB（掘立柱建物）、SD（溝）、SP（小穴）である。

㈹　本書の遺物番号は、遺構の種類毎に通し番号で示し、挿図．図版の遺物番号に一致させている。

㈹　本書に用いた方位は、磁北である。

掴　本報告にかかわる図面・写真・遺物などの一切の資料は、福岡市埋蔵文化財センターに収蔵．保

管される予定である。

個　本書の執筆は、井澤が担当し、編集は各調査員の協力のもと井澤が行った。
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第1章　はじめに

1・調査に至る経過

福岡市は、昭和50年までに1市30町村が合併した都市で、面積は約337．59k㎡を測る。平野部は大

きく分けると福岡平野と早良平野からなっている。有田・小田部地区は、福岡市の西部に広がる早良

平野のほぼ中央部に位置し、台地上の面積は約70万㎡を測る。この地域はかつては福岡市近郊の農村

地帯であった。昭和47年に福岡市が政令指定都市に指定された以降、九州経済の中核都市としてめざ

ましく発展すると共に、人口の集中化にしたがって福岡市の西部地域は、道路網の整備や地下鉄の開

通によって、住宅化が著しく進められているところである。有田・小田部地区も同様に過日の田園．

畑作地域の面影はなく、現在では高層アパートが樹立している。

福岡市教育委員会では、昭和50年より有田．小田部地区のこれらの開発に対処して、発掘調査を実

施しており、平成8年度末までの調査件数は184件を数える。その多くは、個人専用住宅であったが、

近年は学校建設、市営住宅の改築などの公共事業や大型の民間開発事業も含まれている。

本書では、個人専用住宅及び、店舗付住宅など国庫補助の対象事業として発掘調査を実施した昭和58

年度の第80次調査の成果を報告するものである。

2．発掘調査組織

（1）昭和58年度の調査組織（第80次調査）

調　査　主　体　福岡市教育委員会

調　査　担　当　福岡市教育委員会文化部文化課埋蔵文化財第2係　、

調　査　責　任　文化部文化課課長　生田征生

埋蔵文化財第2係長　折尾学

庶　務　担　当　岡嶋洋一

調　査　担　当　井澤洋一、松村遺博

調　査　員　谷沢仁（現　佐賀県大和町教育委員会）

調査協力者　松尾和雄、真子康次郎、高浜謙一、結城茂巳、座親秀文、西原達也、海田龍生、

武田秀司、合屋龍介、松尾正明、下野敏夫、伊庭秀子、緒方マサヨ、金子由利子、

清原ユリ子、坂口フミ子、佐藤テル子、柴田勝子、柴田幸子、柴田春代、柴田タツ子、

庄野崎ビデ子、土斐崎初枝、砥綿千江子、西尾たつよ、平井和子、堀川ヒロ子、

松井フユ子、松井邦子、松尾玲子、有富いつ子、米嶋チズヨ、日野良子、未松信子、

中村千里、後藤ミサヲ、吉岡田鶴子、宮原邦江、砥上志華子、木村伸子、吉田祝子、

原花千代、江口洋子、合屋文子、坂田まさ子、結城律子、渡辺武子、森みえ子、

浜口由美子、川田初、川田久子、吉川タエ、佐藤ヒサエ、島田まり子

西南大学歴史探求会　西島健一、萩原陽一郎

資　料　整　理　原秋代、池田洋子、深堀博子、元田明子、内尾トミ子、伸前智江子、永井和子、

友田妙子、小江英美子、大田けい子、久門みちよ、山下仁美

－　1　－



（2）平成9年度資料整理

整　理　主　体　福岡市教育委員会

整　理　担　当　福岡市教育委員会埋蔵文化財課

庶　務　担　当

調　　査　　員

作　　業　　員

主任文化財主事　井澤洋一

埋蔵文化財課第1係　内野保基

廣寄香、池田孝弘、牛房綾子、吉田扶希子

上笹貫久美子、西口キミ子、福田小菊、多田映子、田中昭子

（有田遺跡第80次調査）

遺跡調査番号 8　3　0　8 遺 跡 略 号 A R T －80

地　　　 番 小 田部 1 丁 目168 分布地図番号 原 82

開 発 面 積 88 5㎡ 調査対象面積 885㎡ 調 査 面 積 885㎡

調 査 期 間 昭和 58年 6 月 22 日～ 7 月 2 6 日

－　2　－



Fig．2　有田・小田部台地と発掘調査地点（縮尺1／8，000）　※数字は・調査次数を表す。
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Fig・3　発掘調査地点位置図（縮尺1／8，000）

－　4　－

［．．．．lコ台地範囲
－．一一遺跡範囲



有田．小田部周辺航空写真（昭和21年米軍撮影）
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有田．小田部周辺航空写真（昭和50年撮影）

－　6　－
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第2章　有田・小田部の歴史

1　立地・歴史的環境

有田・小田部地区の立地環境及び、歴史的環境については既刊の報告書の中で詳細に述べられてい

るので・これらの報告書を参照されたい。ここでは、発掘調査に関連した有田・小田部地区の歴史的

な事件・事項を「筑前囲繚風土記拾遺」、「早良郡志」等の文献より転載した。

2 文献資料

葦璧革曇責撒旺盛

号意凄毒…待望聾草屋
－　7　－



第3章　第80次調査（調査番号8306）

1・地形と概要

（1）立　地

当該地は、同市早良区小田部1丁目168に所在し、発掘調査面積は885㎡である。

有田・小田部台地の北側は、狭い開析谷によって北に延びる5－6箇所の舌状台地を派生している

が、当該地はこれらの内の幅広い舌状台地の基部に位置している。調査前の現況は・標高約12mを測

る畑であったが、既に昭和4ト43年の区画整理によって平坦化している。この地域は、北東側と北西

側に開析谷の谷頭が存在するため幅160m程の狭長なくびれ部を形成している。

当該地周辺においては、弥生時代から戦国時代までの遺構や遺物が数多く発見されており・特に当

該地の南側に位置する第48次調査では、弥生時代前期から中期の住居跡や貯蔵穴・掘立柱建物を検出

している。この内、住居跡は韓国の松菊里遺跡で発見された住居跡と同類型であり、有田地区に存在

する第77次調査発見の縄文時代晩期の環濠と併せて弥生時代の始まりの状況を示す遺構として今後の

調査が注目されるところであった。

Fig．4　第80次調査地点周辺図（縮尺1／800）
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第80次調査地点を望む（南から）

第80次調査全景（北から）
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Fig．5　第80次調査遺構配置図（縮尺1／200）
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第80次調査全景（西から）

又、第80次調査地点南側の国道202号線を挟んだ第4次調査では、古墳時代から鎌倉時代までの掘

立柱建物68棟や溝2条などを検出しており、この周辺地域における弥生時代以降の遺跡構成の全容を

解明しつつある。

（2）概　要

今回の調査では、既に試掘調査において住居跡が存在することが判明していたので、南側の第48次

調査の発掘調査成果を参考に、弥生時代の集落や掘立柱建物の規模、或いは16世紀代の遺構の存在有

無の確認等を目的に調査を行った。

表土は、畑の耕作土で、深さ約25cmを測る。耕作土の下は、遺構面の褐色ローム層であるが、畑の

畝作りのため遺構面は荒れており、遺構の削平が著しい。各時代の遺構は全てこのローム層上面にお
ノ

いて検出できる。

遺構は、弥生時代の竪穴住居跡4軒．貯蔵穴7基、律令時代～鎌倉時代の掘立柱建物13棟、古墳時

代～中世の溝3条、中世の土壌墓1基・火葬墓2基を検出した。

弥生時代の竪穴住居跡には、平面形が円形プランと方形プランがある。方形プランの住居跡は小型

であるため、住居跡としては若干疑問の残るところであるが、第48次調査においても第80次調査に比

べてやや規模が大きい同様な遺構を発見している。

弥生時代の貯蔵穴は、現在までのところ検出例は少なく、有田地区の第3．66・78次調査において、

及び小田部地区の第48・119・121．143次調査などで検出しているにすぎない。立地的にみて不連続

－11－



性が強いため立置や時期の分類によって、集落単位．構造と併せて検討する必要がある。

中世の土壌墓や火葬墓は、この地域での発見例は少ないが、鎌倉時代から戦国時代までの墓地がこ

の一帯に存在したことを裏付けている。第4次調査で発見した中世の掘立柱建物群との関連が強いも

のと考えられる。溝は、いずれも全体形が不明なため機能について判断ができないが、溝SDOlは、

形状より古墳の周溝の可能性もある。

2．遺構・遺物説明

（1）住居跡（SC）

弥生時代の竪穴住居跡は、全部で4軒検出した。この内、住居跡SCOl．02の平面形は円形プラン、

住居跡SCO5・07の平面形は方形プランである。SCOl．SC02は共に松菊里型の住居跡である。住居跡

SC02は、東側境界地に所在するため半分しか発掘できなかった。住居跡SCOlは貯蔵穴SU13に切られ

ており、前後関係が明らかである。

SCOl（Fig．7）調査区西側に位置する。上面の削平が著しく、又、土壌SK13を切り、且つ貯蔵穴

SUlOに切られている。平面形は不整円形を呈している。直径は、東西径498cm、南北径473cmで、周

壁の遺有高は約20cmである。床面は貼り床が施されている。床の中央には平面形が隅丸長方形の土壌

（SKOl）が存在する。この土壌の規模は、長さ約75cm、幅約55cm、深さ53cmを測る。この土壌の長

Fig．6　第80次調査住居跡配置図（縮尺1／300）
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SC02東壁土層名称

1．表土
2・茶褐色粘質土
3・2に黒色粘質土を含む
4．黒褐色粘質土

8．暗茶褐色粘質土（地山の黄褐色幸を含む）
9．黒灰色粘質土

10・明茶褐色粘質土（黄褐色土ブロックを含む）
5・黒灰色粘質土（黄褐色土粒子を少し含む）11・9と同じ

6・暗灰色粘質土（黄褐色土粒子を多く含む）12．黄褐色粘質土と9の混合土

7・暗灰色粘質土（6よりやや砂粒多い）　13・暗灰色粘質土（黄褐色土ブロックを少し含む）

Fig．7　住居跡SCOl・02実測図（縮尺1／80）
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SCO5土層名称

1．黒色粘質土

2・黒～茶褐色粘質土

3・黄褐色粘質土（黒色土を少量混入）

SC07土層名称

黒色粘質土（黄褐色土粒子を含む）

黒褐色粘質土（黄褐色土粒子を含む）

黒褐色粘質土（軟質、黄褐色土混入）

黒褐色粘質土（黄褐色土混入）
5．2と同じ

6・茶褐色粘質土（軟質）

7．黄褐色粘質土

8．木の根

∈
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Fig・8　住居跡SCO5．07実測図（縮尺1／40）

軸方向にそって略南側と略北側にそれぞれ1ヶ所の柱穴（Pl・P2）が存在する。柱穴径は、約20cm

を測るが、浅い。小規模な柱穴のため棟持柱としては検討を要する。

主柱と考えられる柱穴は、P3～6の4本で、直径は28－35cmを測る。又、周壁にそってP7～11

の5ヶ所の柱穴が、住居跡周壁と切り合い関係にある。これらの柱穴は周壁全体には巡っていないが、

束柱と考えて良いであろう。焼土面及び、周溝は存在しない。

住居跡の覆土は、黒色粘質土、黒褐色華質土を主体にしている。
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遺物は、覆土から突帯文土器片の他弥生時代前期から中期の甕形土器・壷形土器・高杯形土器片、

黒曜石片が出土している。

SCO2（Fig．7）調査区東側の境界地に位置し、竪穴住居跡の約半分が地区外に存在するため全体

形は不明である。上面はSCOlと同じく削平が著しいが、周壁は約42cmの高さまで遺存していた。

住居跡の規模は、南北方向で最大径約720cmを測る。床面は貼り床を施している。住居跡の中央に

は隅丸長方形と考えられる土壌（SKO2）が存在する。規模は不明であるが、土壌の最大幅は約120cm、

深さ約65。㎡を測る。南側の小口部分に接して柱穴（Pl）が一ヶ所存在する。この柱穴は、韓国松菊

里型の住居跡に特長的な棟持柱と考えられる。柱穴の直径は約35cm、深さ49cmを測る。

主柱は、住居跡の全体形が不明なため柱穴の規模．深さから検討すれば、P2～P9の柱穴のいず

れかが相当するものと考えられる。第138次調査検出の住居跡SC06と規模・形状が類似するところか

ら、主柱は5本柱が想定できる。

炉跡は不明で、焼土面も見当たらなかった。周溝は、南側の周壁にそって一部が遺存していること

から、本来は全周していたものと考えられる。

覆土は、黒色粘質土、黒灰色粘質土を主体にしている。

遺物は、覆土から突帯文土器片、弥生時代前期の壷形土器・甕形土器・鉢形土器片、石錘、剥片

石器、黒曜石片多数が出土している。

SCO5（Fig．8）調査区中央に位置するが、削平が著しく、且つ南側を撹乱壙によって破壊されて

いるため全体形は不明である。平面形は隅丸長方形を呈するものと考えられる。現存長は210cm、最

大幅は184。mを測る。周壁は垂直に近い傾斜をもち、現存高は最大で、約16cmである。

床面は、貼り床ではないが、土壌中央には焼土面が存在する。この焼土面は不整楕円形を呈し、長

さは38cm、幅は25cmを測る。

主柱はPl・2の2本柱と考えられる。柱穴の直径は27～32cmを測る。周溝は存在しない。

覆土は、黒色粘質土を主体にしている。

遺物は、覆土から弥生土器片の他、須恵器や陶器の砕片が出土している。

SCO7（Fig・8）調査区のほぼ中央で検出した○上面の削平は著しいが・周壁は良く遺存している。

平面形は、隅丸長方形を呈し、規模は南北の長さは236cm、東西の長さは302cm、周壁の高さ約4cmを

測る。床面には焼土面、或いは炉跡はなかった。

主柱は、不明であるが、住居跡の周壁に沿ってPl～4の4ヶ所の柱穴が存在した。PlとP3、

P2とP4は、各々対置した位置関係にあるため、住居跡に伴う柱穴と考えて良いと思われる。柱穴

径は16～25cmを測る。周溝は検出できなかった。

覆土は、黒色粘質土、黒褐色粘質土、茶褐色粘質土を主体としている。

遺物は、覆土からは弥生時代前期の壷形土器・甕形土器片、黒曜石片が出土した。

（2）住居跡出土遺物（Fig・9．10）

SCOl出土遺物（Fig．9－l～12）1は、縄文時代晩期土器、2～12は、弥生時代前期から中期の

土器である。
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Fig．9　住居跡SCO1出土遺物実測図（縮尺1／3）

1は突帯文土器片で、低い突帯に縦長の刻み目を付けている。2－7は、弥生時代の甕形土器で、

2～5は口縁部、6・7は鹿部片である。2～4は如意形をした口縁部片で、5の口縁部は逆L字形

である。6・7は平底の鹿部で、端部周辺に指頭圧痕が残る。

8～10は、壷形土器の鹿部で、9・10は僅かに上げ底と思われる。11は、壷形土器の肩部片で、外

面にヘラ描きの有軸羽状文を施している。12は高杯形土器の杯部片で、体部と鹿部の境に強い稜を有

している。

SCO2出土遺物（Fig．10－13～35）13は、縄文時代晩期土器、14－31は、弥生時代前期土器、32－35

は、石製品である。

13は突帯文土器の甕で、小さい三角形の刻み突帯を貼り付けている。

14－20・28～30は、弥生土器の甕形土器である。14～18は、如意形を呈した口縁部片で、15～20は

口縁端部に刻み目を有している。17の外面はタテパケ調整である。28－30は鹿部片で、いずれも平底

と考えられる。

21～26．31は、壷形土器で、21－26は口縁部片、31は鹿部片である。22－26の口縁部外面には、粘

土を貼り付けて肥厚させ、頚部との間に段を有している。24は口縁端部に刻み目を有し、外面はヨコ

方向のヘラミガキ調整、内面はヨコパケ調整である。23の口縁部内面もヨコパケ調整である。25の口

縁部内外面は、ヨコ方向のヘラミガキで、頚部外面の口縁部との境には一部にタテパケの痕跡が認め

られる。26は、如意形口縁部で、外面に粘土を貼り付けて肥厚させる。頚部に段を有している。27は、

高杯又は、鉢形土器の言縁部片で、体部は丸みを持ち、口縁端部は細く、丸く仕上げている。

32は、平面形が不整長方形の扁平礫を利用した石錘で、2側辺は粗割りのままで、他の2側辺は自

然画を残す。縄掛けのため、自然画を残した2側辺に各々打撃を与えて、浅い決りを入れている。石

材は砂岩である。

その他には、黒曜石片が251点出土した。いずれも腰岳産と考えられる。内訳は、床面から50点、

覆土中から194点、柱穴から4点である。この内、3点（33～35）に加工痕がある。

33～35は、剥片石器である。剥片の一部に剥離調整を加え、刃部を形成するもので、35はナイフ、

33・34はエンドスクレイパーとしての用途が考えられる。33は縦長の剥片を用い、片方の側辺に自然
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Fig．10　住居跡SCO2．05・07出土遺物実測図（縮尺1／1・1／3）
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住居跡SC02出土遺物 ※数字は、実測図の番号に一致する。

面を残し、他の側辺のみ加工を行う。34はバブルを残した横長の小さな厚みのある剥片で、厚みのあ

る方を両面より加工調整している。35は縦長の剥片の基部と、片方の側辺に加工調整を行う。

SCO5出土遺物（Fig．10－36～38）　36は、弥生時代前期土器、37は、古墳時代の須恵器片、38は、

陶器片である。

36は、壷の肩部で、頸部と胴部の境にヘラ描きの沈線がある。37は須恵器の杯身で、口縁端部に沈

線状の窪みをもっている。38は陶器の壷の口縁部片で、盤口壷の口縁部片と考えられる。

37．38は、流れ込みの遺物で、遺構の時期には直接関係しない。

SCO7出土遺物（Fig．10－39～41）　いずれも弥生時代前期の土器である。

39・40は甕、41は壷である。39は、如意形を呈した口縁部片で、口縁端部に刻みは磨滅のため不明

である。40は平底の鹿部片で、内外面は磨滅している。41の壷の鹿部は、平底と考えられ、外面はヘ

ラミガキ調整である。

（3）土壌（SK）

土壌は少なく、3基を検出したが、この内の2基は竪穴住居跡に伴う土壌である。郎ち、土壌SKOl

は住居跡SCOlに、土壌SK02は住居跡SC02に付属する。

土壌SK13の形状、及び用途は不明である。又、住居跡SCOlと切りあっており、遺存状態は極めて

悪い。今回の調査では、中世の土壌墓・火葬墓を除いて検出した土壌の全てが弥生時代の貯蔵穴であ

ることを考慮すれば、この土壌SK13も弥生時代の貯蔵穴の可能性がある。
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Fig．11第80次調査土壌、貯蔵穴配置図（縮尺1／300）
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Fig・12　土壌SK13実測図（縮尺1／40）
土壌SK13（北から）

SKl3（Fig．12）調査区の西側に位置する。上面は削平を受けており、且つ住居跡SCOlに切られて

いるため、遺存状態は著しく悪い。平面形は隅丸方形を呈するものと考えられる。現存長は約115cm、

現存幅は約76cm、深さ約3cmを測る。断面形は逆梯形と考えられる。

覆土は、黒褐色粘質土である。

遺物は出土していない。
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（4）貯蔵穴（SU）

調査区の西側に遍在する。遺構面は区画整理による地下げと畑作の畝作りのため著しく削平を受け、

凸凹しているなど遺存状態は悪いが、円形・方形プランの貯蔵穴を合わせて7基を検出した。貯蔵穴

の掘方形状には隅丸長方形と不整円形の二種類がみられる。全て褐色ローム層面に掘り込まれている。

出土遺物から弥生時代前期に属するものと思われる。

SUO4（Fig．13）　調査区の東側に位置する。上面は削平を受けているが、遺存状態は良好である。

上面の平面形は隅丸長方形で、断面形は、横断面の側壁がやや袋状を呈した箱形状である。底面は平

坦である。最大長は約200cm、最大幅は約170cm、深さ55cm、底面の最大長は186cmを測る。

覆土は、黒色粘質土、黒褐色粘質土、茶褐色粘質土を主体としている。

遺物は、突帯文系土器甕・鉢、弥生土器壷・甕形土器、朝鮮系須恵器片等が出土している。

SU06（Fig．13）　調査区の南西側に位置している。上面は削平を受けているが、遺存状態は良好で

ある。上面の平面形は隅丸方形で、底面も同様である。断面形は、側壁の一部が袋状を呈した箱形で

ある。最大長は約200cm、最大幅は約122cm、深さ55cm、底面の最大長は190cm、幅は116cmを測る。

覆土は黒色粘質土、黒褐色粘質土、黄褐色粘質土を主体としている。土壌の南側底面付近では厚さ

約13cmの焼土層が存在する。この焼土層周辺から土器が多く出土したが、図示した大きな甕の破片は

焼土層の上部からの出土である。

遺物は、弥生土器甕・壷形土器、石包丁片、黒曜石、炭化物等が出土した。

SUO8（Fig．13）　調査区の西側に位置する。上面は削平を受けているため遺存状態は良くない。又、

土壌の西側隅を掘立柱建物SBO2－Plが切り込んでいる。上面の平面形は、方形に近い隅丸長方形を

呈し、断面形は逆梯形状を呈している。上面の最大長は約151cm、最大幅は約130cm、深さ18cmを測る。

覆土は、黒褐色粘質土、茶褐色粘質土を主体としている。

遺物は、弥生土器の甕形土器、炭化物、黒曜石等が出土した。

SUO9（Fig．14）　調査区の西側の境界地に位置し、半分以上が道路建設時に破壊されている。削平

が著しく、且つ全体形が不明であるが、平面形は隅丸長方形を呈するものと考えられる。断面形は逆

梯形を呈し、底面はやや平坦である。現存長は約225cm、現存幅は約183cm、深さ30cmを測る。

覆土は、黒褐色粘質土、茶褐色粘質土を主体としている。

遺物は、突帯文土器甕、弥生土器甕、蔽石、黒曜石等が出土した。

SU10（Fig・14）　調査区の西側に位置し、住居跡SCOlを切っている。上面は削平を受けているが、

遺存状態は良好である。上面と底面の平面形は、不整隅丸長方形を、断面形は逆梯形状を呈している。

南北の側壁はほぼ垂直に立ちあがっている。上面の最大長は約205cm、最大幅は約160cm、深さ54cmを

測る。

覆土は、レンズ状に堆積しており、黒褐色粘質土、黄褐色粘質土、茶褐色粘質土を主体にしている。

遺物は、弥生土器甕・壷形土器、石包丁、磨製石斧、砥石、黒曜石等が出土した。
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SU04土居名称

1．黒色粘質土（軟質）

2．黒色粘質土と黄褐色粘質土ブロックの混合土
3．黒色粘質土（黄褐色土粒子を多く含む）

4・茶～黄褐色粘質土

5．3とほぼ同じ

6・茶褐色粘質土（黄褐色粘質土ブロックを多く含む）
7．茶褐色粘質土

8．黄褐色粘質土（黄褐色粘質土ブロックを混入）

9・黒色粘質土（黄褐色粘質土ブロックを多く含む）

10．6と同じ
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SUO6土居名称

1・黒色粘質土と黄褐色粘質土の混合土

2．黒褐色粘質土（黄褐色粘質土を多く含む）
3・黄褐色粘質土

4・茶褐色粘質土
5．1と同じ

6・黄褐色粘質土（黒褐色粘質土混入）
7・茶褐色粘質土

8．黒色粘質土（黄褐色土を少量混入）

9．黒褐色～茶褐色粘質土（黄褐色土粒子を多く含む）
10．黒色粘質土と黄褐色粘質土の混合土

11・9と同じ

SUO8土層名称

1・黒褐色粘質土
2・茶褐色粘質土（黄褐色土のブロックを多く含む）

3・黒褐色粘質土（黄褐色土のブロックを多く含む）

4．茶～黄褐色粘質土（黒色土を少量混入）

2m

Fig．13　貯蔵穴SUO4・06・08実測図（縮尺1／40）
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SU09土層名称

1．撹乱土（黒褐色土）
2・1と同じ

3．黒～茶褐色粘質土（黄褐色土粒子を多く含む）

4．黒褐色粘質土（黄褐色土粒子を多く含む）
5．黒色粘質土

SU10土層名称

1．黒褐色粘質土（黄褐色土粒子を含む）

2・黄褐色粘質土（茶褐色土と黄褐色土ブロックの混合土）

3・黒～茶褐色土（黄褐色土小ブロックを少し含む）
4・3より茶褐色に近い

5・黒色粘質土（黄褐色土ブロックを含む）

6．黒褐色粘質土

7．4とほぼ同じ（黄褐色土粒子を多く含む）

8．茶褐色粘質土

Fig．14　貯蔵穴SUO9・10実測図（縮尺1／40）

SUll（Fig．15）　調査区の南西側に位置し、南側に近接して貯蔵穴SU12が所在する。上面は畝の撹

乱壙によって削平・破損を受けているが、遺存状態は良好である。上部の平面形は、撹乱壙のため不

整円形を、底面は不整楕円形を呈している。断面形はフラスコ状を呈している。底面は中央が浅い皿

状に窪んでいる。上面の直径は約49cm、底面の最大径は約112cm、深さ77cmを測る。

覆土は、黒色粘質土、黒褐色粘質土、黒灰色粘質土を主体としている。

遺物は、弥生土器甕、壷形土器、石斧未製品、黒曜石等が出土した。

SU12（Fig．15）　調査区の南西側に位置する。上面は畝のため削平と撹乱を受けているが、遺存状
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態は良好である。上面と底面の平面形は、不整円形を呈している。断面形はフラスコ状を里してい

るが、上部出入口は筒状の首部を形成しており、袋部との境の肩部には強い段がある。底面は、浅い

皿状のやや中窪みを呈していた。上面の直径は約38cm、底面径は115cm、最大径は約124cm、深さ約95

cmを測る。

覆土は、黒褐色粘質土を主体としている。

遺物は、突帯文土器甕、弥生土器甕．壷形土器、黒曜石等が出土した。

（5）貯蔵穴出土遺物（Fig．16・17）

SUO4出土遺物（Fig．16－1～6）1．2・4は、縄文時代晩期土器、3・5は、弥生時代前期土器、

6は、中世須恵器である。

1・2・4は突帯文系土器で、1は深鉢、4は浅鉢の鹿部片、2は甕である。2の外面には条痕が
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SUll土層名称

1・黒色粘質土（炭化物、土器片を少し含む。しまり良好）
2．やや茶色を帯びた黒灰色粘質土（炭化物を少し含む）

3．2よりやや暗い（茶灰色粘質土、炭化物を少し含む）

4．3に同じ

5・黒色粘質土

6・黒灰色粘質土（黄褐色粘質土を少し含む）
7・黒褐色粘質土（黄褐色粘質土ブロックを含む）

8・黄褐色粘質土（黒色粘質土を少し含む）
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Fig．15　貯蔵穴SU11・12実測図（縮尺1／30・1／40）　　　　貯蔵穴SU12の大きさ比較（北から）
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施され、口縁端部外面に刻目突帯を貼り付けている。

3．5は、弥生土器の壷形土器片で、5の外面には員殻腹縁を用いて重弧文を施している。6は朝

鮮系の須恵器片で、内外面には水引き痕と考えられるヨコナデ調整がみられる。流れ込みの遺物と思

われる。

SU06出土遺物（Fig．16－7～10）　いずれも弥生時代前期土器で、7－9は壷、10は甕である。

8は大型の壷で、体部と肩部の境に2条のヘラ描き沈線を施している。内面はナデ調整である。7

は頚部と肩部の境に明瞭な区切りがなく、頸部は緩やかに内傾する。9の外面にはヘラ描きによる4

条のヨコ方向の沈線を施し、下位の沈線の間には複線の斜行文を施している。10は如意形を呈した口

縁部の甕で、胴部はあまり張らない。外面の上位には煤が広い範囲に付着している。

SUO8出土遺物（Fig．16－11）11は弥生土器の甕鹿部片で、平底と思われる。内外面は磨滅している。

SUO9出土遺物（Fig．16－12～14）12は、縄文時代晩期土器、13は、弥生時代前期土器、14は石製

品である。

12は突帯文系土器の甕鹿部と考えられ、薄手の作りであるが、外面端部が張り出している。13は弥

生土器の甕で、くの字形に近い口縁部である。内面に段を有している。口縁端部には刻み目が施され

ているように見えるが、磨滅のためはっきりしない。

14は覆土上層より出土。玄武岩製の蔽石で、厚手の角礫、又は剥片を利用している。敲打使用の

ため、角は丸くなり楕円形状を呈する。且つ、全体に風化が進んでいる。最大長は5．3。㎡、最大厚

は3・5cmを測る。

SU10出土遺物（Figⅰ16－15～21）15～18は、弥生時代前期から中期の土器である。

15・18は甕、16．17は壷である。15の甕の口縁部は、細片のため定かではないが、内側への張り出

しの小さい遺し字形口縁部と考えられる。18は鹿部片である。

17は前期前半の小型壷で、口縁部外面を肥厚させて、頚部との境には強い段をもつ。端部を丸く、

且つ細く仕上げている。内外面は磨滅している。16は大型壷の口縁部片で、口縁部の外面を肥厚させ

ている。内面は粗いヨコパケ調整である。

19～21は石製品で、19は石包丁、20は石斧片、21は砥石である。19は覆土下層より出土。堆積岩

製で、現存長5・1cm、厚さ0．5cmを測る。細身の石包丁で、両刃である。表面は風化のため、剥離が著

しい。20は、玄武岩製の磨製石斧未製品の破片で、基部の一部である。表面は風化している。21は、

砂岩製の砥石で、二次火を受けて淡茶色を呈する。形状は、平面形が長方形状を呈し、上・下面．両

側面及び、下小口面を面取り整形している。砥面は上下主面及び、両側面の4面を利用している。最

大長は13・1cm、最大幅は8・4cm、最大厚は6．0cmを測る。

SU11出土遺物（Fig．17－22～27）いずれも弥生時代前期の土器である。22－25は甕、26は壷である。

22－25の甕の口縁部は、いずれも如意形を呈している。22は擬似口縁部の破片で、口縁部の接合部

分で分離している。外反は小さい。24は口縁部と胴部の境は内外面を削り込むことで、段を形成し

ている。25は口縁部外面に粘土を貼り付けて肥厚させるもので、外面に段を有している。23の口縁端

部には刻み目を施す。調整は外面がタテパケ調整で、口縁部外面はナデ消している。24の口縁部外画
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Fig．16　貯蔵穴SUO4・06．08～10出土遺物実測図（縮尺1／3）

－　34　－



はタテパケ調整後、上部をナデ調整している。内面調整は、24・25の口縁部はヨコパケ調整、22はヨ

コナデ調整、胴部の調整は、22・24がナデ調整で、23はタテ方向のナデ調整である。

二頭言≡≡

1　　　　　　　　／ 一三．冠匿

Fig．17　貯蔵穴SUll・12出土遺物実測図（縮尺1／3）
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貯蔵穴SUO4・06．09～11出土遺物
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貯蔵穴SU12出土遺物 ※数字は、実測図の番号に一致する。

27は玄武岩製で、横長の剥片を加工したものである。最大長は9．7cmを測り、横断面形は菱形状を

呈する。片側から面取りのために縁辺の剥離調整が行われている。小型石斧の未製品と考えられる。

SU12出土遺物（Fig．17－28～32）　28は、縄文時代晩期土器、29－32は、弥生時代前期から中期の

土器である。

28は突帯文土器で、28の内外面には粗いヨコ方向の条痕を施し、言縁端部外面には細く、高い刻目

突帯を貼り付けている。

29－31は、弥生土器の壷で、29は口縁部片、30は鹿部である。29は、外反した口縁部の内側に粘土

を貼り付けて肥厚させている。31の外面には、ヘラ描きの3条の沈線で頸部と体部の境に区画線を設

け、その下位には重弧文を施している。30は壷の鹿部片で、体部は外に大きく開いている。磨滅が著

しい。

32は弥生土器の甕で、口縁部は如意形を呈している。又、外面に粘土を貼り付けて肥厚させており、

外面には胴部との境に強い段がある。言縁部内面はヨコパケ調整、外面はナナメ方向のヘラナデがみ

られる。

（6）土壌墓（SX）

平安時代末から鎌倉時代の土壌墓を1基を検出した。調査区の東南側に位置している。削平のため、

遺存状態は悪い。第4次調査で検出した土壌墓の分布状況等からこの周辺に中世墓が集中していたこ

とが推測できる。

SXOl（Fig．19）　長軸方向を大略東西方向にとっている。上部は既に削平されている。墓壙の平面

形は隅丸長方形、断面形は逆梯形を呈している。小口部分の壁が特に丸く削り込まれている。底は平

坦であるが、西側が高くなっている。最大長は約120cm、幅は約60cm、深さ約35cm、内底の最大長は

約90cmを測る。

遺物は、墓壙鹿部の北側壁に沿って中国製青磁の碗2点及び、土師器糸切り底の皿3点が、上部か

らずり落ちた状態で出土した。
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Fig・18　第80次調査士墳墓、火葬墓配置図（縮尺1／300）

（7）土壌墓出土遺物　（Fig．20）

SXOl出土遺物（Fig．20－l～5）1－3は、土師器糸切り底の皿で、いずれも外鹿部に板状圧痕

がある。口径は8・8～9．4cm、最高は110～114cmを測る。

4．5は中国龍泉窯系の青磁碗で、いずれも完形品である。外面には複弁の鏑達弁文を施し、釉は

高台外面まで施している。口径は16・2cm．16．3cm、高さは5．4cm・5・8cmを測る。

（8）火葬墓（SX）

調査区の東南側に遍在する火葬墓を2基検出した。いずれも削平を受け、遺存状態は悪い。従来の

例から、小田部地区においては土壌墓や火葬骨の蔵骨器等を除いて火葬墓の発見例がなく、主に有田

地区の第77次調査地点周辺の高台において発見されることが多い。

SXO2（Fig．19）　南側境界地に位置することや溝SD02と西側を接するため墓壙の南側及び、西側の

一部が削平を受け、遺存状態は悪い。長軸方向を大略南北方向にとる。墓壙の平面形は、隅丸長方

形で、断面形は逆梯形を呈している。墓壙の最大長は約97cm、最大幅は約53cm、深さ約18cm、底面の

長さ約88cmを測る。墓壙の周壁は、最大で約2cmの厚さに焼けていたが、その焼壁の範囲は、深さ8cm

の敷石上面までであった。

墓壙内の底面には角石を敷いている。すなわち長さ12～25cm大の角ぼった石と大振りの鉄滓塊を用
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－　39　－



土
壌
墓
S

X

Ol

南
東
か
ら
）

土
壌
墓
S

X

Ol

遺
物
出
土
状
育ヒ
／しシヽ

南
西
か
ら
）

土
壌
墓
S

X

Ol

土
層
状
令旨
／しゝヽ

南
東
か
ら

＼－／

－　40　－



火
葬
墓
S

X

O2

東
か

ら
）

火
葬
墓
S

X

02

両
か

ら
）

火
葬
墓
S

X

O2

完
掘
状
宵旨
／しンヽ

東
か

ら
）

－　41－



火
葬
墓
S

X

O3

南
東
か
ら
）

火
葬
墓
S

X

O3

完
掘
状
肯旨
／LLヽ

南
東
か
ら
）

いて東西方向の横5列に並べているもので、南側から第2列目は特に大きな20～25cm大の石を2個据

えている。ちなみに鉄滓塊は一ヶ所に固まって置かれており、4個用いられている。これらの敷石の

上面は焼けており、上部には、焼土、炭化物、骨片が沢山散布していた。

墓壙内からは、副葬もしくは祭祀と考えられる遺物は出土しなかったが、敷石として用いられた中

から砥石が1点、鉄滓4点が出土した。

SXO3（Fig．19）　畑の畝及び、溝SD03と切り合うため墓壙の削平は著しい。長軸方向を大略東南か

ら西南方向にとっている。上面の平面形は、不整の隅丸長方形、底面も同様である。断面形は逆梯形

を呈しているが、元来はU字状を呈していた可能性がある。最大長は約90cm、最大幅は約62cmを測る。

墓壙の周壁は、最大で約2cmの厚さに焼けていたが、その範囲は、墓壙底面までは達していない。

墓壙内の底面には10～18cm大の角石を敷いていたが、SX02に比べて敷石の大部分が抜かれている。

遺存状態が悪いため敷石は規則性に乏しいが、横方向に一列、縦方向に一列の石列が認められるので、
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Fig．20　土壌墓SXOl、火葬墓SXO2出土遺物実測図（縮尺1／3）

土壌墓SXOl、火葬墓SXO2出土遺物　　　※数字は、実測図の番号に一致する。
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SX02と同様の敷石が施されていたものと考えられる。これらの敷石の上面は焼けており、更にこの

敷石周辺及び、墓壙底面には焼土、炭化物、骨片が沢山散布していた。

墓壙内からは、副葬もしくは祭祀と考えられる遺物は出土しなかった。

（9）火葬墓出土遺物　（Fig・20）

SXO2出土遺物（Fig．20－6）　6は砂岩製の砥石で、割材にするため砥石の両側小口部分を大きく

欠き取っている。砥面には、A・Bの2両を利用している。

その他に鉄滓4点、焼骨多数が出土している。

（10）掘立柱建物（SB）

柱穴と考えられるpitは、、調査区全体に分布しており、このうち掘立柱建物と考えられるもの13棟

を検出した。いずれも畑の畝のため遺存状態は良好ではなく、一部の柱穴を欠くものもみられる。

柱穴は、いずれもローム層に掘り込まれている。

SBOl（Fig．22）上面は削平を受けており、遺存状態は悪い。主軸方向は略南北の建物で、梁行1間、

桁行2間の規模を有し、梁間は415cm（13．7尺）で、桁間平均は227cm（約7．5尺）を測る。柱穴掘方

の平面形は隅丸方形又は、不整円形を呈し、柱穴直径は51～64cmを、桂根径は14－20cmを測る。

遺物は、弥生土器片が出土している。

Fig．21第80次調査掘立柱建物配置図（縮尺1／300）
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SB01土層名称

1．黒灰色粘質土（炭化物を多く含む）

2．暗茶褐色粘質土（炭化物を少し含む）

3．黒褐色粘質土

4・黒灰色粘質土（炭化物を少し含む）
5．黄褐色粘質土（黒灰色土を少し含む）

6・淡茶褐色粘質土

7・黒灰色粘質土（やや茶系を帯びる）
8・黒灰色粘質土

9・黒灰色粘質土（赤褐色粘質土ブロックを含む）
10．赤褐色粘質土

SBO2土層名称

1・

2．

3．

4・

5．

6・

7．

8．

9．

10．

11．

12・

13・

14．

15・

黒灰色粘質土
黒灰色粘質土

黒灰色粘質土

赤褐色粘質土

黒灰色粘質土
赤褐色粘質土

黒灰色粘質土

赤褐色粘質土

黒灰色粘質土
黒灰色粘質土

（赤褐色土を含む）

（赤褐色土を少し含む）

（黒灰色土を少し含む）

（赤褐色土を少し含む）

（黒灰色土を少し含む）

（赤褐色土を多く含む）

（赤褐色土を少し含む）

黒色粘質土（茶褐色土を少し含む）
茶褐色粘質土

黒灰色粘質土（赤褐色粘質土ブロックを多く含む）

13より暗い（赤褐色粘質土ブロックを多く含む）

赤褐色粘質土（黒灰色粘質土ブロックを少し含む）

Fig．22　掘立柱建物SBOl・02実測図（縮尺1／80）

SBO2（Fig．22）　上面は削平を受けており、又、畝のため柱穴の一部が破壊されている。貯蔵穴SU08

を切っている。略東西方向の建物で、梁行2間、桁行3間の規模である。梁間平均は178cm（約5・9尺）

で、桁間平均は約176cm（約5．8尺）を測る。柱穴掘方の平面形は、不整円形又は、楕円形を呈し、柱

穴直径は40～57cmを、桂根径は16－18cmを測る。

遺物は弥生土器片が、P6．P7（SP57．59）から出土している。
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①掘立柱建物SBO2－P2（北から）

②掘立柱建物SBO2－P3（北から）

③掘立柱建物SBO2－P8（北から）

④掘立柱建物SBO2－P9（北から）

⑤掘立柱建物SBO2－PlO（北から）
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Fig．24　掘立柱建物SBO8－10実測図（縮尺1／80）

SBO3（Fig．23）　上面は削平を受けており、又、畝のため柱穴の遺存状態は悪い。略東西方向の建

物で、梁行2間、桁行2間の規模である。梁間平均は約217cm（約7．2尺）で、桁間平均は約268cm（約

8．9尺）を測る。柱穴の大部分が掘方を削平され、桂根部分のみが遺存しているものが多く、柱穴規

模は不明である。柱穴掘方の平面形は、隅丸長方形を呈し、最大の柱穴直径は30－51cmを測る。桂根

径は14～16cmを測る。

遺物は、出土していない。

SBO4（Fig．23）　上面は削平を受けており、又、畝のために一部の柱穴が削平されている。掘立柱

建物SB05と切り合い関係にありSB05の柱穴に切られている。略東西方向の建物で、梁行1間、桁行
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Fig．25　掘立柱建物SBll～13実測図（縮尺1／80）

2間の規模である。梁間は約223cm（約7．4尺）で、桁間平均は214cm（約7．1尺）を測る。柱穴掘方の

平面形は、不整円形又は、楕円形を呈している。柱穴直径は30－40cmを、桂根径は約16cmを測る。

遺物は、出土していない。

SBO5（Fig．23）　上面は削平を受けており、また、畝のため一部の柱穴掘方が削平を受けている。

掘立柱建物SB04を切っている。略南北方向の建物で、梁行1間、桁行2間の規模である。梁間は243

cm（約8尺）で、桁間平均は約234cm（約7．7尺）を測る。柱穴掘方の平面形は、不整円形又は、楕円

形を呈している。柱穴直径は37～53cmを、柱根径は約16cmを測る。

遺物は、弥生土器等が出土している。

SBO6（Fig．23）　上面は削平を受けており、また、畝のため梁間の柱穴が削平されている。掘立柱

建物SB07に切られている。略東西方向の建物で、撹乱壙のため梁間の柱穴が不明だが、梁行は2間、

桁行は2間の規模と考えられる。梁間は345cm（約11．4尺）で、桁間平均は約217cm（約7．2尺）を測る。
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柱穴掘方の平面形は、不整円形又は、楕円形を呈している。柱穴直径は29－31cmを、桂根径は約16

cmを測る。

遺物は、弥生土器等が出土している。

SBO7（Fig．23）　上面は削平を受けており、又、畝のため梁間の柱穴の一部が削平されている。掘

立柱建物SB06を切っている。略南北方向の建物で、梁行は2間、桁行は3間の規模である。梁間平

均は170cm（約5．6尺）で、桁間平均は約136cm（約4．5尺）を測る。柱穴掘方の平面形は、不整円形又

は、楕円形を呈している。直径は30－37cmを、桂根径は14～18cmを測る。

遺物は、出土していない。

SBO8（Fig・24）　上面は削平を受けており、又、畝のため一部の柱穴が削平されている。掘立柱建

物SBO6・07と切り合い関係にある。略東西方向の建物で、梁行は2間又は、3間、桁行は2間もしく

は5間の規模と考えられる。梁間平均は189cm（約6．2尺）で、桁間平均は約148cm（約4．9尺）を測る。

柱穴掘方の平面形は、不整円形又は、楕円形を呈している。柱穴直径は28～30cmを、桂根径は18cmを

測る。

遺物は、出土していない。

SBO9（Fig．24）　上面は削平を受けており、又、畝のため一部の柱穴が削平されている。掘立柱建

物SBlOと切り合い関係にある。略東西方向の建物で、梁行の柱穴を欠いている。梁行は1間もしく

は2間、桁行は2間の規模である。梁間平均は197cm（約6・5尺）で、桁間平均は233cm（約7．7尺）を

測る。柱穴掘方の平面形は、不整円形又は、楕円形を呈している。柱穴直径は31～49cmを、柱根径

は16cmを測る。

遺物は、弥生土器が出土している。

SBl0（Fig．24）　上面は削平を受けており、又、畝のため柱穴の一部を欠いている。掘立柱建物SB09

と切り合い関係にある。略南北方向の建物で、梁行2間、桁行2間の規模であるが、柱の間隔に規則

性がない。梁間平均は180cm（約5．9尺）で、桁間平均は196cm（約6．5尺）を測る。柱穴掘方の平面形

は、不整円形又は、楕円形を呈している。柱穴直径は35～48cmを、桂根径は14～18cmを測る。

遺物は、出土していない。

SBll（Fig．25）　上面は削平を受けている。掘立柱建物SB12と切り合い関係にある。略南北方向の

建物で、梁行は1間、桁行は3間の規模である。梁間は254cm（約8．4尺）で、桁間平均は138cm（約4・6

尺）を測る。柱穴掘方の平面形は、不整円形又は、楕円形を呈している。柱穴直径は26～37cmを、柱

根径は14～18cmを測る。

遺物は、出土していない。

SBl2（Fig．25）　調査区東側の境界地に位置している。上面は削平を受けており、又、畝のため柱

穴の一部を欠いている。掘立柱建物SBllと切り合い関係にある。略南北方向の建物で、梁行1間、

桁行3間の規模と考えられる。梁間は278cm（約9．1尺）で、桁間平均は約123cm（約4．0尺）を測る。

柱穴掘方の平面形は、不整円形又は、楕円形を呈している。柱穴直径は35～43cmを、桂根径は12～18
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cmを測る。

遺物は、弥生土器が出土している。

SB13（Fig．25）　調査区東側に位置している。上面は削平を受けており、畝のため一部の柱穴を欠

いている。掘立柱建物SBO9・10と切り合い関係にある。略南北方向の建物で、梁行1間、桁行3間

の規模と考えられる。梁間は250cm（約8・3尺）で、桁間平均は約136cm（約4．6尺）を測る。柱穴掘方

の平面形は、不整円形又は、楕円形を呈している。柱穴直径は30～42cmを、柱根径は10－17cmを測る。

遺物は、弥生土器が出土している。

Tab．1　第80次調査掘立柱建物一覧表
（1尺＝30・3cm）

遺 構 名 規 模

桁　 行 梁　 行

方　 位
床 面積

㎡

柱　 穴　 状　 態

出　 土　 遺　 物 備　　　　 考
実　 長
（尺 ）

柱 間 寸 法
（尺 ）

実　 長
（尺 ）

柱 間寸 法
（尺 ）

pit数 深　 さ 長　 径 短　 径 柱 根 径

SB 01 1 ×2 45 4 （15・0）
271 （8・9）

183 （6・0）
415 （23 ．7） N 18。E 18 ．8 6 5 ～30 5 1～ 64 4 4～ 55 14 ～20 弥生 土 器

SB O 2 2 ×3 52 9 （17．5）

174 （5．7）

190 （6・3）

165 （5・4）

356 （11．7）
171（5 ．6）

185（6 ．1）
N l。E 18 ．8 10 9 ～36 4 0～ 57 3 4～45 16 ～18 弥生 土 器

P 6 ．P 8 （S P5 7 ．59）より出

土

貯 蔵 穴SU 08を切 る

SB 0 3 2 ×2 53 7 （17・7）
2．68 （8．9）

269 （8・9）
433 （14 ・3）

204 （6 ．7）

229 （7 ．6）
N 65°W 23．3 8 6 ～36 3 0～ 51 2 7～48 14 ～16 なし

SB 0 4 1 ×2 42 8 （14・1）
223 （7．4）

205 （6・8）
223 （7 ．4） W 8。N 9 ．7 6 1 0～67・6 30 ～40 2 6～ 36 16 なし

掘 立 柱 建物 S B05に切 られ

る

2B O5 1 ×2 46 7 （15．4）
223 （7・4）

244 （8．1）
243 （8．0）

－
N 17。E ）11．3 6 1 0～59 3 7 －53 3 6－42 16 弥生 土 器

P 37より出土

掘 立 柱建 物 SB 04を切 る

SB O 6 2× 2？ 433 （14 －．3）
210 （6．9）

223 （7．4）
345 （11・4） N 22。E 14 ．9 6＋ α 15－29 2 9 ～31 2 6～ 28 16 弥生 土 器

P 51より出土

掘 立 柱 建 物S B07に切 られ

る

SB O7 2 ×3 40 9 （13．5）

106 （3．5）

142 （4 ．7）

161 （5・3）

340 （11．2）
180 （5 ・9）

160 （5 ・3）
W 15 0N 13 ．9 9＋ α 14～28 3 0－ 37 2 5～ 30 14 －18 なし 掘 立 柱建 物 SB 06を切 る

SB 0 8 2×4？ 593 （19・5）

需 ：浦

悪 用
378 （12 ・4）

194 （6 ．4）

184 （6 ．0）
N 85 oW 22 ・1 8＋ α 6 ～17 2 8～ 30 2 1～28 18 なし

掘 立 柱 建 物 SB 06 ．07 と切 ／

り合う

SB 甲 2× 2 46 6 （15・4）
177 （5．8）、．

289 （9・5）
394（13 ．0）

240 （7 ．9）

154 （5 ・1）
N 16。E 18 ．4 7＋ α 6～ 30 3 1～ 49 2 6～ 37 16 弥生 土 器

P 13．17より出土

掘 立 柱 建 物 SB lO ．13 と切

り合う

SB 10 2× 2 39 8 （13 ・1）
193 （6．4）

205 （6 ・8）
360（11 ・9）

166 （5 ．5）

194 （6 ．4 ）
N 31。E 14 ．1 8 7～ 25 ／35～ 48 2 4～ 33 14 ～18 なし

掘 立 柱 建 物 SB 09．13 と切

り合う

SB 11 1×3？ 414 （13 ．7）

120 （4 ・0）

127 （4 ・2）

167（5・5）

254 （8．4） N ll。W 10 ・5 7 1 4～23 2 6～ 37 2 4～30 14 －18 なし
掘 立 柱 建 物 S B12と切 り合

つヽ

SB 1 2 1× 3 37 0 （12 ．2）

106 （3 ．5）

106 （3 ・5）

158（5．2）

278 （9・1） N 85。E 9．7 8 6～ 30 3 5～ 43 3 0－4 1 12 ～18 弥生 土 器

P 7より出 土

掘 立 柱 建 物 S Bllと切 り合

つゝ

SB 1 3 1×2 41 0 （13 ・5）

130（4 ・3）

130（4 ．3）

150（5 ・0）

250 （8．3）
134 （4．4）

116 （3・8）
N 33。W 10 ．3 6 6～ 21 3 0～ 42 2 7～36 10 ～17 弥生 土 器

P 14より出 土

掘 立 柱 建 物 SB O9．10 と切

り合 う
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（11）溝（SD）

調査区の東側において略南北方向の浅い小溝が3条存在した。坦土遺物などから古墳時代から中世

の遺構と考えられる。溝SDO2・03は、共に南北方向に平行して走っており、道路の側溝とも考えら

れる。

SDOl（Fig・27）　調査区の東側境界地に位置しているため、全体形は不明であるが、古墳の周溝状

を呈している。削平が著しい。南北方向に環状に巡る溝で、現存長は約4．55mまでを確認した。溝幅

は70～130cm、深さは8～11・5cmを測る。溝の断面形は浅いレンズ状を呈し、溝底は南から北方向に

下っている。

覆土は、茶褐色粘質土から黒色粘質土を主体としている。

遺物は、覆土から須恵器甕、瓦器椀、中国青磁・陶器が出土しており、古墳時代から中世までの遺

構と考えられる。

SDO2（Fig・27）　調査区の東側に位置しており、溝SD03に平行している。火葬墓SX02と切り合い関

係にあるが、SX02が後出する。南側境界地から北東側に延びる溝で、北東側は削平を受け消滅して

いる。溝の断面形は逆梯形状を呈している。現存長は4．75m、上面の最大幅は約64cm、底面の幅は

約25cmを測る。深さは4～6cmを測り、溝底は南方向にわずかに低くなっている。底面は凸凹してお

り流水が有ったことを示している。

覆土は、茶褐色粘質土を主体としている。

遺物は、出土していない。

Fig．26　第80次調査溝配置図（縮尺1／300）
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溝SDOl（北西から）

溝SDO3．02（南西から）

L＝10．08m SE

溝SDO3（南西から）

W L＝10．28m E NW L＝10．18m SE

二LsDO2　　≡≡ゝ55竺－－三三

Fig．27　溝SDOl～03断面実測図（縮尺1／40）

SDO3（Fig．27）　調査区の東側に位置しており、溝SD02とは平行した位置関係にある。更に火葬墓

SX03と切り合い関係にある。北東側境界地から南側に延びる溝で、南側は削平を受け消滅している。

溝の断面形は逆梯形状を呈している。現存長は11．6m、上面の最大幅は約85cm、底面の幅は約50cmを

測る。深さ2．8－10cmを測り、溝底は、南から北東方向に低くなっている。底面は凸凹しており流水
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Fig．28　溝SDOl出土遺物実測図（縮尺1／3）

溝SDOl、Pit、表土出土遺物

が有った事を示している。

覆土は、茶褐色粘質土を主体としている。

遺物は、出土していない。
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Pit

1

＼＼土♂

10cm
：　　　　　　　　　　－．．．一一一一一」－－．．－．一一一一一一一一一一」

Fig・29　Pit、表土出土遺物実測図（縮尺1／1．1／／3）

0　　　1cm
ヒ二一・．．－．－」（1／1）

（12）溝出土遺物（Fig．28）

SDOl（Fig．28－l～5）1．2は、須恵器の甕片で、外面に平行タタキ痕がある。3は、瓦器椀

の鹿部片で、断面が三角形の高台を貼り付けている。4．5は、中国製陶磁器片で、4は青磁草花文碗、

5は陶器盤である。

（13）pit（SP）、表土出土遺物（Fig．29）

Pit出土遺物（Fig．29－6～9）　6はSP32、7はSP47、8はSP65、9はSP41からの出土である。

6は須恵器壷の鹿部で、平底を呈している。内外面は回転ヨコナデである。7は突帯文土器の口縁

部片で、外面端部に刻目突帯を有している。8は須恵器の甕片で、外面は平行叩き、内面には同心円

の当て具痕がある。

9は石鎌の琴曲部の破片で、基部と先端を欠く。刃部は厚みをもち、両刃である。背部の調整は風

化のため不明。全体に表面の風化剥離が著しい。石材は堆積岩である。

表土出土遺物（Fig・29－10～12）10は須恵器の杯で、外に張り出した高台がつく。11は中国越州窯

系の碗で、平底を呈している。釉は体部外面下位まで施されている。

12は黒曜石製のポイントで、横断面は三角形状を呈している。
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3．まとめ

今回の発掘調査では、弥生時代から戦国時代までの遺構．遺物を検出した。当該地の周辺地城は小

田部地区の北に分岐する舌状丘稜の基部に相当するため、比較的広く且つ、平坦な台地を形成してい

る。

当該調査で検出した遺構は、大別するとⅠ期は弥生時代、Ⅱ期は平安～鎌倉時代、Ⅲ期は戦国時代

となる。

Ⅰ期は、弥生時代前期の遺構で、竪穴住居跡SCO1．02．05・07、貯蔵穴SUO4・06・08・09・10．

11・12が相当する。

竪穴住居跡SCOl・02は、住居跡の中央に設けた土壌SKOlの両側に棟持柱を持っており、この住居

跡の平面構造は、韓国の桧菊里遺跡発見の竪穴住居跡に共通するものである。時期については出土遺

物が少なく、又、破片のため確定できないが、SC02は弥生前期初頭に遡ることも考えられる。この

桧菊里型といわれる竪穴住居跡は、有田．小田部においては現在のところ有田地区の第78．100次調

査、小田部地区の第48・136．156次調査の計5ヶ所で発見されている。特に小田部地区においては半

径150mの範囲内にこの類型の住居跡が位置しており、しかも主柱が4本から5本へと増え、それに

併せて床面積が拡大する等の変化もみられる。

これらの松菊里型住居跡に伴う貯蔵穴には、平面形が隅丸長方形と不整円形の2種類があると考え

られる。有田遺跡における弥生時代の貯蔵穴は、現在のところ6ヶ所で発見されている。有田地区

では、第3次調査で隅丸長方形の貯蔵穴を2基、第66次調査（九州大学2次調査）では、断面形がフ

ラスコ状の貯蔵穴2基、第100次調査では長方形貯蔵穴4基とフラスコ形の円形貯蔵穴1基が存在し

ていた。第78次調査では、隅丸長方形の貯蔵穴5基、断面形がフラスコ形の貯蔵穴2基を検出した。

小田部地区では第48次調査で報告した長方形住居跡の内、長さ2m前後の住居跡は、貯蔵穴と考えら

れる。又、第121次調査では断面形がフラスコ形の貯蔵穴2基を検出している。

これらの貯蔵穴の位置関係をみると有田地区卒は大地中央部の平坦地を環状に配置されている状況

を呈している。小田部地区では、’狭長な谷に挟まれた狭い範囲に存在すること（が認められる。

又、長方形プランの貯蔵穴には、その規模に大小のバリエーションがあって、長さが3m近いもの

も存在するので、第48次調査で報告したように住居跡として検討する必要があると考えられる。

貯蔵穴の時期については、長方形プランの貯蔵穴SUO4・06は、出土した甕・壷等から前期初頭に

位置付けられるが、他の貯蔵穴は若干後出する可能性がある。断面形がフラスコ形の貯蔵穴は、

SUll・12から出土した甕や、第121次調査SKO8出土の甕・壷より、概ね初頭から前半に至る時期幅が

考えられる。こうした点から、これらの2種類の貯蔵穴は、弥生時代の初頭から同時に存在、或いは

若干前後するものと思われるが、機能の違いにより使い分けされてたことも検討しなければならない。

Ⅱ期は、平安～鎌倉時代で、これには土壌墓SXOlが相当する。従来から有田．小田部地域ではこ

の時期の土壌墓が何ヶ所か検出されており、特に、有田地区の第78・77次調査周辺では、土壌墓等の

墓跡が集中しており、糸切り底の土師器杯や中国製白磁碗や龍泉窯系青磁碗を副葬した土壌墓を8基

発見している。これら土壌墓の時期は、出土遺物により12世紀から13世紀後半までの幅が推定できる。

小田部地区においては、この時期の土壌墓等の発見例は少なく、第154次調査において木棺墓を発見

しているにすぎない。
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土壌墓SX01からは、副葬された土師器杯3点と龍泉窯系鏑蓮弁文碗が2点出土しているが、土師

器の皿が糸切り底であることなどから、時期は12世紀後半から13世紀前半が推定できる。

Ⅲ期は、戦国時代で、火葬墓SXO2・03が相当する。墓壙鹿部に敷石を施した火葬墓は、有田．小

田部地区においては第30次調査（1基）、第154次調査（1基）、第170次調査（2基）から、同様な墓

壙底面の敷石構造を有した火葬墓を合わせて4基発見している。

又、干隈遺跡では、15基の火葬土壌墓を発見しており、この内、墓壙底面に配石をもつものは4基

存在する。干隈遺跡の火墳墓の時期は、出土した土師器杯・皿より、概ね15世紀後半の時期と考えら

れる。

当該遺跡の火葬墓SXOlの時期については、出土遺物がないため判断に苦しむが、西日本において

出現する状況から大略16世紀代としておきたい。

以上、今回の調査で検出した遺構についてはⅠ期～Ⅲ期に概ね分類したが、狭い範囲の調査のため

遺構の規模や時期・性格に不明確な点も多く残した。今後の発掘調査結果を待って再度検討を行いた

い。

参考文献

有田遺跡第30次調査

有田遺跡第48次調査

有田遺跡第77次調査

有田遺跡第78次調査

有田遺跡第100次調査

有田遺跡第121次調査

有田遺跡第138次調査

有田遺跡第154次調査

有田遺跡第170次調査

「有田．小田部第5集」

「有田．小田部第5集」

「有田．小田部第24集」

「有田．小田部第29集」

「有田．小田部第10集」

「有田．小田部第12集」

「有田．小田部第16集」

「有田．小田部第15集」

「有田．小田部第26集」

福岡市埋蔵文化財調査報告書第110集

福岡市埋蔵文化財調査報告書第110集

福岡市埋蔵文化財調査報告書第471集

福岡市埋蔵文化財調査報告書第538集

福岡市埋蔵文化財調査報告書第212集

福岡市埋蔵文化財調査報告書第264集

福岡市埋蔵文化財調査報告書第308集

福岡市埋蔵文化財調査報告書第307集

福岡市埋蔵文化財調査報告書第473集

－　58　－

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

1984年

1984年

1996年

1997年

1989年

1991年

1992年

1992年

1996年



Fig・30　有田遺跡第4・48．80次調査遺構配置図（縮尺1／600）
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Tab．2　第80次調査遺構一覧表
（単位：cm）

遺 構 名 旧 遺
構 名

種　 類
形　　　 態

現 存 長 現 存 幅 深 さ 出　 土　 遺　 物 時 期 備　 考
平 面 形 断 面 形

S C O l J l 住 居 跡 不 整 円 形 逆 梯 形 4 7 3 ～ 4 9 8 2 0
突 帯 文 土 器 甕 、 弥 生 土 器 壷 ．甕 ．鉢 ．

高 杯 、 黒 曜 石 、 炭 、 骨 。
弥 生 時 代

S U 1 0 に 切 ら れ る 。
主 柱 4 本 、側 柱 5 本

＋ α 、中 央 部 に 土
壙 。

S C O 2 J 2 住 居 跡 不 整 円 形 逆 梯 形 7 2 0 4 2
突 帯 文 土 器 甕 、 弥 生 土 器 甕 ．壷 ．鉢 、

石 錘 、 黒 曜 石 、 炭 。
弥 生 時 代

東 側 境 界 地 に あ る 。
主 柱 4 本 、中 央 部 に

土 壌 。

S C O 5 D 5 住 居 跡 隅 丸 長 方 形 逆 梯 形 2 1 0 ＋ α 1 8 4 1 6 弥 生 土 器 壷 、 須 恵 器 杯 、 陶 器 片 。 弥 生 時 代
主 柱 2 本 、中 央 部 に

焼 土 面 。

S C 0 7 D 7 住 居 跡 隅 丸 長 方 形 逆 梯 形 3 0 2 2 3 6 2 4 弥 生 土 器 甕 ．壷 、 黒 曜 石 。 弥 生 時 代 主 柱 4 本 。

S X O l D l 土 壌 墓 隅 丸 長 方 形 逆 梯 形 1 2 0 6 0 3 5
土 師 器 糸 切 り 皿 3 点 、

中 国 龍 泉 窯 系 青 磁 碗 2 点 。

平 安 時 代 末

～ 鎌 倉

S X O 2 D 2 火 葬 墓 隅 丸 長 方 形 逆 梯 形 9 7 5 3 1 8
土 師 器 片 、 須 恵 器 片 、 砥 石 、 黒 曜 石 、

鉄 滓 、 炭 、 人 骨 。
1 6 C 代 溝 S D 0 2 を 切 る 。

S X O 3 D 3 火 葬 墓 隅 丸 長 方 形 逆 梯 形 9 0 6 2 1 2 土 師 器 片 、 炭 、 人 骨 、 焼 土 塊 。
平 安 時 代 末

～ 鎌 倉

溝 S D 0 3 を 切 る 。

S U O 4 D 4 貯 蔵 穴 隅 丸 長 方 形 箱 形 2 0 0 1 7 0 5 5
突 帯 文 土 器 甕 ．鉢 、 弥 生 土 器 甕 ．壷 、

朝 鮮 系 須 恵 器 片 。

弥 生 時 代 前

期

S U O 6 D 6 貯 蔵 穴 隅 丸 方 形 箱 形 2 0 0 1 2 2 5 5 弥 生 土 器 甕 ・壷 、 石 庖 丁 、 黒 曜 石 。
弥 生 時 代 前

期

S U 0 8 ． D 8 貯 蔵 穴 隅 丸 長 方 形 逆 梯 形 1 5 1 1 3 0 18 弥 生 土 器 甕 、 黒 曜 石 、 炭 。
弥 生 時 代 前

期
S B 0 2 と 切 り 合 う 。

S U O 9 D 9 土 壌 隅 丸 長 方 形 逆 梯 形 2 2 5 1 8 3 3 0
突 帯 文 土 器 甕 、 弥 生 土 器 甕 、 蔽 石 、

黒 曜 石 。

弥 生 時 代 前

期 r
境 界 地 に あ る 。

S U 1 0 D 1 0 貯 蔵 穴 不 整 隅 丸 長 方 形 逆 梯 形 2 0 5 1 6 0 54
弥 生 土 器 甕 ・壷 、 石 庖 丁 、 石 斧 、

砥 石 、 黒 曜 石 、 炭 。

弥 生 時 代 前

期
S C 0 1 を 切 る 。

S U l l D l l 貯 蔵 穴 不 整 円 形 フ ラス コ状
（上 部 径 ）

4 9

（下 部 径 ）

1 1 2
7 7

弥 生 土 器 甕 ．壷 、 石 斧 未 製 品 、 黒 曜

石 。
弥 生 時 代

S U 1 2 D 1 2 貯 蔵 穴 不 整 円 形 フ ラス コ状
（上 部 径 ）

3 8

（下 部 径 ）

12 4
9 5

突 帯 文 土 器 甕 、 弥 生 土 器 甕 ．壷 ．鉢 、

黒 曜 石 。

弥 生 時 代 前

期

S K 1 3 D 1 3 土 壙 隅 丸 方 形 逆 梯 形 1 1 5 ＋ α 7 6 ＋ α 3 な し 。 弥 生 時 代 S C O l に 切 ら れ る 。

S D O l M l 溝 － レ ン ズ 状 4 5 5 ＋ α 7 0 ～ 1 3 0 8 ～ 1 1 ・5
弥 生 土 器 、 須 恵 器 甕 ．壷 、 中 国 青 磁 ．

陶 器 盤 、 瓦 器 椀 。

古 墳 時 代 ～

中 世
境 界 地 に あ る 。

S D O 2 M 2 溝 － 逆 梯 形 4 7 5 ＋ α 5 7 ～ 6 4 4 ～ 6 な し 。
古 墳 時 代 ～

中 世

火 葬 墓 S X 0 2 に 切 ら

れ る 。

S D 0 3 M 3 溝 － 逆 梯 形 1 1 6 0 十 α 4 7 ～ 8 5 2 ・8 － 1 0 な し 。
古 墳 時 代 －

中 世

火 葬 墓 S X 0 3 に 切 ら

れ る 。
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Tab．3　第80次調査遺物一覧表
（単位 ：cm）

挿図
番号

遺物
番号

出土
遺構 種類 器種 口径

底径

（高台径）
器高

（現存高） 形態の特徴 ・調整 ・文様 施釉 ・色調 ・素地等 備　 考

9 1
S C Ol
上層

突帯文土器 甕 － － （3．1） 刻目突帯口縁部で、突帯は低い。
胎土に1－2Lm の微砂粒を含む。

焼成良好。外面は茶褐色、内面

は淡茶褐色。

内外面磨滅

9 2 S C 01 弥生土器 甕 － － （3．0） 口縁部はやや肥厚 し、如意形に外反する。
胎土に1～2m の砂粒 を多 く含み、

粗い。焼成良好。内外面は黄褐

色。
内外面磨滅

9 3
S C Ol
覆土 弥生土器 甕 － － （2．7） 口縁部は如意形で、緩やかに外反する。 胎土に1－2mmの砂粒 を含む。焼

成良好。内外面は茶褐色。 内外面磨滅

9 4 S C 01 弥生土器 甕 － － （4．8） 口縁部は如意形で、緩やかに外反する。 胎土に1～2mmの砂粒を含み、粗

い。焼成良好。内外面は黄褐色。
内外面磨滅

9 5 SC O l 弥生土器 甕 － － （2．8） 遺し字形の小さな言縁部。 胎土に微砂 を含む。焼成良好。

内外面は淡黄茶色。 内外面磨滅

9 6 SC O 1 弥生土器 甕 － － （2．2） 平底の鹿部片である。外面ナデ調整。黒
斑あ り。

胎土に1－2Im の砂粒を含む。焼
成良好。内外面は淡茶黄色。底

部に煤付着。
内面磨滅

9 7 SC 0 1 弥生土器 甕 8．0 － （2．2） 平底の鹿部片である。外面ナデ調整。 胎土に1～2m の砂粒を含む。焼
成良好。内外面は茶灰色。 内外面磨滅

9 8 SC O 1 弥生土器 立宣E － 6．0 2．6 小型壷の鹿部片である。 胎土に微砂 を多 く含む。焼成良

好。内外面は淡茶褐色。
内外面磨滅

9 9
SC O l 弥生土器 士 － 7．2 （2．4）

やや上げ底の鹿部片。外面ナデ調整　 里 胎土に1～2m の砂粒を多く含み、

覆土 寛 0　／…ヽ斑あり。内面は指圧痕が残る。 粗い。焼成良好。内外面は茶灰

色。

9 10 S C Ol 弥生土器 ．＝ヒ竺亘 － － （6．7）
鹿部片で、やや上げ底である。内外面ナ

デ調整。

胎土に微砂を含み、粗い。焼成

ややあまい。外面は茶褐色、内
面は淡茶褐色。

9 11 S C O1 弥生土器 土塁 － － －

壷の肩部片。外面 にはヘラ描きの有軸羽

状文。外面はヘラミガキ調整、内面はナ

デ調整。

胎土に1～2mmの白い砂粒 を含む。
焼成良好。内外面は茶褐色。

9 12
S C Ol
覆土

弥生土器 高杯 － － －

鉢状の杯部片。鹿部 と体部の境は強い屈

折。口縁部は若干内傾する。内面はナデ

調整。

胎土に1～2mmの砂粒 を多 く含む。

焼成良好。内外面は茶褐色。
内外面磨滅

10 13 S C O2 突帯文土器 甕 － － （1．7） 口縁端部に刻目突帯。 胎土に微砂を含 む。焼成良好。

内外面は淡茶色。 内外面磨滅

10 14
SC O 2

弥生土器 甕 － － （4・7） 如意形口縁部片で　 端部に刻目を施す 胎土に1～2mmの砂粒 を多 く含む。

内面磨滅上層 　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。外面はタテパケ調整。 焼成良好。外面は暗茶褐色、内

面は茶褐色。

10 15
SC O 2 弥生土器 甕 － － （2．6）

如意形口縁部片。口縁端部に刻目。内外 胎土に微砂を含む。焼成良好。
上層 面はナデ調整。 外面は茶灰色、内面は茶褐色。

10 16
SC O 2 弥生土器 甕 － － （2．6）

口縁部は緩 く小さく外反。端部は肥厚し、 胎土に微砂を少 し含む。焼成良
床面 刻目を施す。内外面 はナデ調整。 好。内外面は淡茶褐色。

10 17
SC O2

弥生土器 甕 － － （3．8） 如意形口縁部片。口縁端部に刻目　 外面 胎土に微砂 を含む。焼成良好。

上層 。
はタテパケ調整、内面はナデ調整。

外面は暗茶褐色、内面は淡茶褐

色。

10 18 SC O2 弥生土器 甕 － － （1．6） 口縁部は、 くの字状 に小 さく外反。）端部 胎土に微妙 を含む。焼成良好。
上層 に刻目。内外面はナデ調整。 外面は暗灰色、内面は淡茶褐色。

10 19
SC O2
床面

弥生土器 甕 － － （2・0） 口縁部は小さく強 く外反。端部に刻目。 胎土に微砂 を含む。焼成良好。

内外面は淡茶色。
内外面磨滅

10 20
S C O2
上層

弥生土器 甕 － － （2．5）
ロ縁部は如意形に外反 し、端部に刻目突
帯 を貼 り付ける。。口唇部に沈線状の凹み

有 り。内外面はナデ調整。

胎土に微砂を少 し含 む。焼成良

好。内外面は茶褐色。

10 21 S C 02 弥生土器 ．ことご宝E － － （2．1） 口縁部は緩やかに外反する。外面はナデ

調整。
胎土に微砂を多 く含む。焼成や

や軟。内外面は茶灰色。
内面磨滅

10 22 S C O2 弥生土器 士 － － （1．8）
小型壷のロ縁部片。頚部 と口縁の境に段 胎士に1～2mmの砂粒 を含む°焼

内外面磨滅上層 宝E をもつ。内面はナデ調整。 成良好。内外面は明褐色。

10 2 3 SC O 2 弥生土器 士宝E － － （3．0）

大型壷の口縁部片。口縁部の内面上位及 胎土に1～2mm の砂粒 を含み、粗
二次火 を受け

る。
び、外面はヨコナデ調整。内面の下位は

5本以上のヨコパケ／調整。

い。焼成良好。外面は淡茶色、内

面は淡褐色。内外面 に丹 を施す。

10 24
SC O 2

弥生土器 －＝土ご一 － － （3．8）

大型壷の口縁部片。、端部に刻 目。頚部と

㎡已上，肌
胎土に微砂を含む　 焼成良好

上層 宝E の境 に段をもつ。外面はヘラミガキ調整、
内面はヨコパケ調整。

。　　　　　　　　　　　　　○内外面は茶褐色。

10 25 SC O2 弥生土器 －＝土ご － － （4．1）
大型壷の口縁部片。口縁 は外反し、端部

トヽ　　　　　一一・
胎土に微砂を含む　 焼成良好

上層 璽 は平坦。内外面はヘフミカキ調整。外面

は体部との境 に段をもつ。

0　　　　　　　　　　　　　0内外面は淡茶褐色。

10 26
SC O2 弥生土器 －＝土こご 18．6 － （4．4）

如意形口縁部 は肥厚。頚部と口縁部の境 胎土に白い微砂を含む。焼成良
内面磨滅床面 宣言 に段をもつ。外面ナデ調整。 好。内外面は明褐色。
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（単位：cm）

挿 図
番 号

遺 物

番 号

出 土

遺 構
種 類 器 種 口 径

底 径
（高 台 径 ）

器 高

（現 存 高 ）
形 態 の 特 徴 ．調 整 ．文 様 施 釉 ・色 調 ．素 地 等 備　 考

1 0 27
S C O 2 弥 生 土 器 高 杯 （5 ．5 ）

体 部 は 丸 味 を も ち 、口 縁 部 は や や 内 傾 す
胎 土 に 1 ～ 2 m m 砂 粒 を 多 く 含 む 。

焼 成 良 好 。 外 面 は 茶 褐 色 、内 面 内 外 面 磨 滅
上 層 る 。 端 部 は 丸 い 。 は 淡 茶 褐 色 。

1 0 2 8 S C O 2 弥 生 土 器 甕 7 ．0 （1 ．9 ） 平 底 の 鹿 部 片 。
胎 土 に 微 砂 を 含 む 。 焼 成 良 好 。

淡 茶 褐 色 。 外 面 に 煤 付 着 。
内 外 面 磨 滅

1 0 2 9 S C 0 2 弥 生 土 器 甕 7 ．0 （2 ．8 ） 平 底 の 鹿 部 片 で 、底 は 厚 い 。

胎 土 に 1 ～ 2 m m の 砂 粒 を 含 み 、粗

い 。 焼 成 や や 軟 。 暗 茶 灰 色 ～ 茶
褐 色 。

内 外 面 磨 滅

1 0 3 0
S C O 2
上 層

弥 生 土 器 甕 （8 ・0 ） （2 ・8 ） 平 底 の 鹿 部 片 。 内 外 面 は ナ デ 調 整 。

胎 土 に 1 ～ 2 m m の 砂 粒 を 多 く 含 む °

焼 成 良 好 。 外 面 は 淡 茶 褐 色 、内
面 は 暗 茶 灰 色 。

1 0 3 1
S C O 2

上 層
弥 生 土 器 －＝l＝・宣亘 7 ．5 （2 ．8 ） 平 底 の 鹿 部 片 。 内 面 は ナ デ 調 整 。

胎 土 に 微 砂 を 含 み 、粗 い 。 焼 成

良 好 。 淡 茶 褐 色 。
外 面 磨 滅

1 0 3 6 S C O 5 弥 生 土 器 恵宝互 － － －

肩 部 片 。 外 面 の 胴 部 と 頚 部 の 境 に 1 条 の 胎 土 に 1 ～ 2 m m の 砂 粒 を 多 く含 む 。 内 面 磨 滅
沈 線 を 施 す 。 焼 成 良 好 。 内 外 面 は 淡 茶 褐 色 。

1 0 3 7 S C O 5 須 恵 器 杯 － － （2 ．6 ）
体 部 は 丸 味 を も ち 、口 縁 端 部 は や や 尖 が 胎 土 は 精 緻 。 焼 成 良 好 。 内 外 面 二 次 的 な 流 れ

り 気 味 で あ る 。 内 外 面 は ナ デ 調 整 。 は 淡 灰 茶 色 。 込 み 品

ヽ

1 0 3 8 S C O 5 陶 器 －±ヒ一望 － － （1 ・0 ）
盤 口 壷 の ロ 縁 部 の 破 片 。 八 の 字 形 に 開 く 。 素 地 は 茶 褐 色 で 、精 緻 。 焼 成 良 二 次 的 流 れ 込

み 品 。 唐 津 系
か

内 外 面 は 施 釉 。 好 。 灰 白 色 釉 。

1 0 3 9 S C O 7 弥 生 土 器 甕 － － （1 ．9 ）
ロ 縁 部 は 如 意 形 に 外 反 し 、端 部 は 丸 味 を

も つ 。 内 外 面 は ナ デ 調 整 。

胎 土 に 1 ～ 3 m m の 砂 粒 を 含 む 。 焼

成 良 好 。 内 外 面 は 暗 茶 灰 色 。

1 0 4 0 S C O 7 弥 生 土 器 甕 － 8 ．2 （2 ．7 ）
平 底 の 鹿 部 片 。 内 面 は ナ デ 調 整 、 外 面 は

タ テ パ ケ 調 整 。

胎 土 に 1 － 2 m m の 砂 粒 を 含 む 。 焼

成 良 好 。 外 面 は 茶 褐 色 、内 面 は

茶 灰 色 。

1 0 4 1 S C O 7 弥 生 土 器 て㎡コ．互E － 9 ・8 （4 ．1 ）
外 面 は ヘ ラ ミ ガ キ 調 整 。 下 位 に は 強 い 指 胎 土 に 1 ～ 3 m m の 砂 粒 を 多 く 含 む 。

頭 圧 痕 が あ る 。 内 面 は 丁 寧 な ナ デ 調 整 。 焼 成 良 好 。 内 外 面 は 暗 茶 灰 色 。

16 1 S U O 4 突 帯 文 土 器 深 鉢 － － （2 ・9 ）

ロ 縁 部 と 頚 部 の 境 に 強 い 稜 を も ち 、ロ 縁

部 は 内 傾 気 味 に 外 反 す る 。 内 外 面 は ナ デ

調 整 。

胎 土 に 1 ～ 2 m m の 砂 粒 を 多 く含 む 。

焼 成 良 好 。 内 外 面 は 淡 茶 褐 色 。
内 外 面 磨 滅

1 6 2 S U O 4 突 帯 文 土 器 甕 1 6 ・1 － （3 ・9 ）

外 面 端 部 に 刻 目 突 帯 。 外 面 は ヨ コ 方 向 の

条 痕 及 び 、指 頭 圧 痕 が 残 る 。 内 面 は ナ デ

調 整 。

胎 土 に 微 砂 を 少 し 含 む 。 焼 成 良

好 。 外 面 は 暗 茶 灰 色 、内 面 は 湊

茶 色 。

1 6 3 S U 0 4 弥 生 土 器 て土ご重富 － － （2 ．8 ）
ロ 縁 部 は 如 意 形 に 外 反 。 端 部 は 若 干 つ ま

み 出 し て い る 。

胎 土 に 1 ～ 2 m m の 砂 粒 を 多 く 含 む 。

焼 成 や や 不 良 。 内 外 面 は 明 茶 褐

色 。

内 外 面 磨 滅

1 6 4 S C 0 4 突 帯 文 土 器 浅 鉢 － － （2 ．1 ） 平 底 の 鹿 部 片 。 端 部 が 外 に 張 り 出 す 。
胎 土 に 1 ～ 2 m m の 砂 粒 を 含 む 。 焼

成 良 好 。 内 外 面 は 灰 茶 色 。
内 外 面 磨 滅

1 6 5 S U O 4 弥 生 土 器 七宝E － － －

肩 部 片 で 、外 面 に 貝 殻 腹 縁 に よ る 重 弧 文 。

内 面 は ナ デ 調 整 。

胎 土 に 1 － 2 mm の 砂 粒 を 少 し 含 む 。

焼 成 良 好 。 外 面 は 淡 茶 色 、内 面

は 灰 色 。

内 外 面 磨 滅

1 6 6 S U O 4 須 恵 器 －＝土コ．宝E － － － 肩 部 片 。 内 外 面 は 水 引 き に よ る ナ デ 調 整 。
胎 土 は 精 緻 。 焼 成 良 好 。 外 面 は

暗 灰 色 。 内 面 は 灰 色 。

朝 鮮 系 。

二 次 的 流 入 品

1 6 7 S U 0 6 弥 生 土 器 －土一堂E （1 9 ．6 ） －
（6 ．1 ）

口 縁 部 。 胴 部 下 半 を 欠 く 。 口 縁 部 と 頚 部

の 境 に 段 は な い 。 内 面 ナ デ 調 整 。

胎 土 に 1 － 2 1m の 砂 粒 を 多 く 含 み 、

粗 い 。 焼 成 良 好 。 内 外 面 は 茶 褐
色 。

外 面 磨 滅

1 6 8 － S R O 6 弥 生 土 器 土塁 － － －

大 型 壷 の 肩 部 片 。 外 面 の 肩 部 に 2 条 の ヘ

ラ 描 き 沈 線 。 内 面 は ナ デ 調 整 で 、一 部 に
ナ ナ メ 方 向 の パ ケ 調 整 。

胎 土 に 微 砂 を 多 く含 む 。 焼 成 良

好 。 内 外 面 は 灰 黄 色 。
外 面 磨 滅

1 6 9
S U O 6
上 層

弥 生 土 器 －＝巳．笠 － － －

肩 部 片 。 上 位 に 3 条 の 沈 線 。 そ の 下 位 に 1

条 の 沈 線 を 施 す 。 こ の 沈 線 間 に は 斜 行 文

を ヘ ラ 描 き す る 。

胎 土 に 1 － 3 m m の 砂 粒 を 多 く 含 む 。

焼 成 良 好 。 内 外 面 は 淡 茶 灰 色 。

1 6

1 6

1 0 S U O 6 弥 生 土 器 甕 2 0 ．2 8 ．2
2 1 ．4 ～ 平 底 で 、胴 部 は 張 ら な い 。 口 縁 部 は 如 意

胎 土 に 1 ～ 2 m の 砂 粒 を 多 く含 む 。

焼 成 や や 不 良 。 外 面 は 茶 褐 色 、内 面
2 2 ・5 形 に 外 反 す る 。 内 外 面 ナ デ 調 整 。 は 暗 茶 灰 色 。 外 面 上 位 に 煤 付 着 。

一1 1 S U 0 8 弥 生 土 器 甕 － － （2 ・4 ） 平 底 の 鹿 部 片 。

胎 土 に 1 ～ 2 m m の 砂 粒 を 多 く含 み 、

粗 い 。 焼 成 良 好 。 外 面 は 茶 褐 色 、

内 面 は 茶 灰 色 。

内 外 面 磨 滅

1 6 1 2 S U O 9 突 帯 文 土 器 甕 － 1 0 ．0 （5 ．3 ）

平 底 の 鹿 部 片 。 端 部 は 張 り 出 す が 、丸 味

を も つ 。 鹿 部 の 厚 み は 薄 い 。 内 外 面 は ナ

デ 調 整 。

胎 土 に 1 ～ 2 m m の 砂 粒 を 多 く含 み 、

粗 い 。 焼 成 良 好 。 外 面 は 茶 褐 色 、

内 面 は 茶 灰 色 。 二 次 火 を 受 け る 。

1 6 1 3 S U O 9 弥 生 土 器 甕 2 2 ．4 （8 ・5 ）
く の 字 形 の ロ 縁 部 で 、口 縁 部 に 浅 い 刻 目 。

内 外 面 は ナ デ 調 整 。

胎 土 に 1 ～ 2 m m の 砂 粒 を 多 く 含 む 。

焼 成 や や 不 良 。 外 面 は 暗 茶 褐 色 、

内 面 は 暗 灰 色 。

内 面 磨 滅

16

1 6

1 5
S U l O

下 層
弥 生 土 器 甕 2 3 ．0 （1 ・1 ） ロ 縁 端 部 片 。 遺 し 字 形 口 縁 で あ ろ う 。

胎 土 に 1 ～ 2 m m の 砂 粒 を 多 く 含 み 、

粗 い 。 焼 成 良 好 。 内 外 面 は 黄 茶
色 。 一 部 に 丹 塗 り の 痕 跡 あ り 。

内 外 面 磨 滅

1 6
S U l O
下 層

弥 生 土 器 ＝土ごヨ亘 （4 ．5 ） 大 型 壷 の 口 縁 部 片 。 内 面 は ヨ コ パ ケ 調 整 。
胎 土 に 1 ～ 2 m m の 砂 粒 を 多 く 含 む 。

焼 成 や や 不 良 。 内 外 面 は 黄 褐 色 。
外 面 磨 滅

1 6 1 7
S U l O
上 層

弥 生 土 器 てこ量コ．雲亘 1 1 ．8 （3 ．7 ）

小 型 壷 で 、口 縁 部 は 如 意 形 に 外 反 す る 。

口 縁 部 は 肥 厚 し 、外 面 は 頚 部 の 境 に 段 を
も つ 。

胎 土 に 1 ～ 2 Im の 砂 粒 を 多 く含 む 。

焼 成 良 好 。 内 外 面 は 明 茶 褐 色 。
内 外 面 磨 滅
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（単位：cm）

挿 図

番 号

遺 物

番 号
出 土
遺 構

種 類 器 種 口 径
底 径

（高 台 径 ）
器 高

（現 存 高 ） 形 態 の 特 徴 ・調 整 ・文 様 施 釉 ・色 調 ・素 地 等 債 も 考

1 6 18
S U l 0
下 層

弥 生 土 器 甕 － － （3 ．5 ） 平 底 の 鹿 部 片 。
胎 土 に 1 ～ 2 m の 砂 粒 を 多 く含 む 。

焼 成 良 好 。 外 面 は 淡 褐 色 。 内 面

は 茶 褐 色 。

内 外 面 磨 滅

1 7 2 2
S U l l 弥 生 土 器 甕 1 7 ．0 － （1 0 ．5 ）

擬 似 口 縁 部 片 は 如 意 形 。 胴 部 外 面 は 細 か 胎 土 に は 2 － 3 m m の 砂 粒 を 含 む 。
覆 土 い タ テ パ ケ 調 整 。 頚 部 内 面 に は 指 頭 圧 痕 。 焼 成 良 好 。 内 外 面 は 暗 茶 褐 色 。

1 7 2 3 S U l l 弥 生 土 器 甕 2 3 ．0 － （1 4 ．3 ）
薄 手 の 如 意 形 口 縁 部 。 口 縁 端 部 に 刻 目 。

外 面 は 1 1 本 単 位 の タ テ パ ケ 調 整 。 内 面 は

ナ デ 調 整 。

胎 土 に 1 ～ 2 m の 砂 粒 を 多 く 含 む 。

焼 成 良 好 。 外 面 は 暗 茶 灰 色 、内

面 は 茶 灰 色 。

17 2 4 S U l l 弥 生 土 器 甕 2 8 ・2 － （5 ・1 ）
口 縁 部 は 如 意 形 。 端 部 は 平 坦 。 胴 部 は 張
り 、言 縁 部 と の 境 は 内 外 面 削 り 込 み 、段 を

形 成 す る 。 言 縁 部 内 面 は ヨ コ ハ ケ 、外 面
は タ テ パ ケ 調 整 。

胎 土 に 砂 粒 を 多 く 含 み 、粗 い 。

焼 成 良 好 。 外 面 は 暗 茶 褐 色 、内

面 は 暗 茶 褐 色 ～ 暗 灰 色 。

1 7 2 5 S U l l 弥 生 土 器 甕 2 9 ．7 － （1 8 ．1）

口 縁 部 は 肥 厚 し 、如 意 形 に 外 反 。 胴 部 と ．

の 境 は 、外 面 に 段 を も つ 。 外 面 は タ テ パ
ケ 調 整 、内 面 は ヨ コ パ ケ 調 整 。

胎 土 に 1 ～ 2 m m の 砂 粒 を 多 く 含 み 、

粗 い 。 焼 成 や や 軟 、外 面 は 黄 褐
色 ～ 明 褐 色 、内 面 は 暗 褐 色 。

二 次 火 を 受 け

る °

1 7 2 6 S U l l 弥 生 土 器 士笠 － － （2 ・0 ） 小 型 壷 の 口 縁 部 片 。 口 縁 部 は 如 意 形 に 外

反 す る 。 外 面 は ナ デ 調 整 。

胎 土 に 砂 粒 を 多 く 含 み 、粗 い 。

焼 成 不 良 。 外 面 は 暗 茶 褐 色 、内

面 は 暗 灰 色 。

内 面 磨 滅

1 7 2 8
S U 1 2
覆 土

突 帯 文 土 器 甕 － － （2 ．9 ） 端 部 外 面 に 刻 目 突 帯 。 内 外 面 は 粗 い 条 痕 。
胎 土 に 白 い 微 砂 を 含 む 。 焼 成 良

好 。 内 外 面 は 淡 茶 褐 色 。

1 7 2 9 S U 1 2 弥 生 土 器 士宝E － － （1 ・6 ）
口 縁 部 を 内 側 に 粘 土 を 張 り 付 け て 、肥 厚

さ せ る 。

胎 土 に 微 砂 を 少 し 含 む 。 焼 成 良

好 。 内 外 面 は 淡 茶 灰 色 。 内 外 面 磨 滅

1 7 3 0 S U 1 2 弥 生 土 器 －＝ヒ宝E － 1 0 ．3 （2 ．9 ） 平 底 の 鹿 部 片 。
胎 土 に 1 ～ 2 m m の 砂 粒 を 多 く 含 み 、

粗 い 。 焼 成 良 好 。 内 外 面 は 淡 茶
褐 色 。

1 7 3 1
S U 1 2

床 面 上
弥 生 土 器 －＝量こご笠 － － －

肩 部 片 で 、上 位 に 3 条 の ヘ ラ 描 き 沈 線 、下

位 に 重 弧 文 。 外 面 は ヘ ラ ミ ガ キ 調 整 、内
面 は ナ デ 調 整 。

胎 土 に 白 い 微 砂 を 含 む 。 焼 成 良

好 。 内 外 面 は 明 褐 色 。

1 7 3 2 S U 1 2 弥 生 土 器 甕 － － （6 ．3 ）

口 縁 部 は 肥 厚 し 、小 さ く 外 反 。 外 面 は 胴

部 と の 境 に 強 い 段 を も つ 。 口 縁 部 内 外 面

は ヨ コ パ ケ 調 整 。

胎 土 に 1 ～ 3 m m の 砂 粒 を 多 く 含 む 。

焼 成 良 好 。 内 外 面 は 淡 茶 褐 色 。

2 0 1 S X O l 土 師 器 皿 8 ．9 7 ．8 1 ．1
体 部 は 余 り 開 か な い 。 糸 切 り底 。 外 鹿 部

に 弱 い 板 状 圧 痕 。

胎 土 に 微 砂 を わ ず か に 含 む 。 焼
成 良 好 。 内 外 面 は 淡 茶 灰 色 。 完 形 品

2 0 2 S X O l 土 師 器 皿 8 ．8 6 ．6 1 ．4 糸 切 り 底 。 外 鹿 部 に 板 状 圧 痕 。
胎 土 に 微 砂 を 含 む 。 焼 成 良 好 。

内 外 面 は 淡 茶 褐 色 。

2 0 3 S X O l 土 師 器 皿 9 ．4 7 ．2 1 ・0
体 部 は 強 く 開 く 。 糸 切 り底 。 外 鹿 部 に 板

状 圧 痕 。

胎 土 に 微 砂 を 含 む 。 焼 成 良 好 。

茶 褐 色 。
完 形 品

2 0 4 S X 0 1 中 国 青 磁 碗 1 6 ．2 5 ・4 6 ．6
体 部 外 面 に 複 弁 の 鏑 達 弁 文 。 外 鹿 部 の 削

り は 浅 い 。

素 地 は 淡 茶 色 で 精 緻 。 焼 成 良 好 。
内 外 面 に 黄 色 味 を 帯 び た 灰 緑 色

釉 。

完 形 晶 。

龍 泉 窯 系

2 0 5 S X O l 中 国 青 磁 碗 1 6 ・3 5 ．8 7
体 部 外 面 に 複 弁 の 鏑 蓬 弁 文 。 外 鹿 部 の 削 素 地 は 淡 灰 色 で 精 緻 。 焼 成 良 好 。 完 形 品 。
り は 浅 い 。 内 外 面 に 緑 灰 色 釉 。 龍 泉 窯 系

2 8 1 S D O l 須 恵 器 甕 － － － 胴 部 片 。 外 郵 こ平 行 叩 き 痕 。
胎 土 は 精 微 。 焼 成 良 好 。 内 外 面

は 灰 茶 色 。
内 面 磨 滅

2 8 2 S D O l 須 恵 器 甕 － － － 胴 部 片 。 外 面 に 平 行 叩 き 痕 。
胎 土 は 精 微 。 焼 成 良 好 。 内 外 面

は 灰 茶 色 。
内 面 磨 滅

2 8 3 S D 0 1 瓦 器 椀 － （7 ．0 ） （1 ．4 ）
高 台 部 片 。 断 面 三 角 形 状 の 高 台 は 、外 へ

強 く 張 る 。
胎 土 は 精 緻 。 焼 成 良 好 。 内 外 面

は 淡 茶 白 色 。
内 面 磨 滅

2 8 4 S D O l 中 国 青 磁 碗 － － － 胴 部 片 。 内 面 に 草 花 文 。
素 地 は 灰 色 で 精 微 。 内 外 面 に 縁

灰 色 の 施 釉 。

2 8 5 S D O l 中 国 陶 器 盤 － － － 鹿 部 片 。 外 面 は 露 胎 。

2 9 6 S P 3 2 須 恵 器 －＝ヒ互E － 1 0 ．0 （1 0 ．0 ）
内 外 面 は 水 引 き に よ る ナ デ 調 整 。 鹿 部 は

平 底 。
胎 土 は 精 微 。 焼 成 良 好 。外 面 は
灰 青 色 、内 面 は 灰 茶 色 。

2 9 7 S P 4 7 突 帯 文 土 器 甕 － － （3 ．0 ） 一口 縁 部 外 面 に 刻 目 突 帯 。
胎 土 に 白 い 微 砂 を 含 む 。 焼 成 良

好 。 外 面 は 茶 灰 色 、内 面 は 淡 茶
色 。

内 外 面 磨 滅

2 9 8 S P 6 5 須 恵 器 甕 － － －
胴 部 片 。 外 面 は 平 行 叩 き 痕 。 内 面 に 同 心

円 の 当 て 具 痕 。

胎 土 に 砂 粒 を 少 し 含 む 。 精 微 。

焼 成 良 好 。 外 面 は 淡 灰 色 、内 面

は 暗 灰 青 色 。

2 9 1 0 表 土 須 恵 器 杯 － （9 ・0 ） （2 ．3 ）
高 台 は 外 側 に 強 く 張 り 出 す 。 外 面 は ナ デ

調 整 。

胎 土 は 精 緻 。 焼 成 良 好 。 外 面 は

灰 色 、内 面 は 淡 茶 灰 色 。
内 面 磨 滅

2 9 1 1 表 土 中 国 青 磁 碗 － （6 ．2 ） （2 ．0 ）
円 盤 貼 状 の 高 台 。 器 壁 は 薄 い 。 内 面 見 込

み に 目 痕 °

素 地 は 灰 色 で 精 緻 。 焼 成 良 好 。
内 外 面 に オ リ ー ブ 釉 。 高 台 外 底

面 は 露 胎 。
越 州 窯 系
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Tab．4　第80次調査石製品一覧表
（単位：cm）

挿 図

番 号

遺 物

番 号
出 土 遺 構 器　 種

長

（現 存 長 ）

幅

（現 存 幅 ）

厚

（現 存 厚 ）

重　 量

（g ）
石　 材 色　 調 特　　　 徴

1 0 3 2 S C O 2 上 層 石　 錘 （1 0 ．6 ） 7 ．6 2 ．3 3 0 2 砂 岩 淡 茶 褐 色
長 方 形 状 の 扁 平 礫 を 利 用 。 縄 掛 け の た め 、

側 辺 の 2 ヶ 所 に 決 り を 入 れ る 。

1 0 3 3 S C O 2 剥 片 石 器 4 ．0 1 ．9 0 ．4 5 －
黒 曜 石 黒 色

エ ン ドス ク レ イ パ ー か 。 縦 長 の 剥 片 を 利

用 。 片 方 の 側 辺 に 自 然 面 を 残 し 、他 の 側

辺 を 加 工 調 整 。

1 0 3 4 S C 0 2 上 層 剥 片 石 器 2 ．3 2 ．0 0 ．7 －
黒 曜 石 黒 色

エ ン ド ス ク レ イ パ ー か バ ブ ル を 残 し た 横

長 の 厚 み の あ る 剥 片 。 厚 み の あ る 方 を 両

面 よ り加 工 調 整 。

10 3 5 S C O 2 上 層 剥 片 石 器 2 ．4 1 ・1 0 ．3 －
黒 曜 石 黒 色

ナ イ フ 形 。 縦 長 の 剥 片 を 利 用 。 基 部 と 片

方 の 側 辺 に 加 工 調 整 。

1．6 1 4 S U O 9 上 層 敵　 石 5 ．3 4 ．6 3 ・5 1 4 0 玄 武 岩 灰 色
平 面 形 は 楕 円 形 状 で 、厚 手 の 剥 片 利 用 。

左 側 辺 は 自 然 面 残 す 。

1 6 1 9 S U l O 下 層 石 庖 丁 （5 ．1） （2 ．8 ） 0 ・5 9 堆 積 岩 茶 灰 色
大 半 を 欠 く 。 細 身 の 石 庖 丁 で 、両 刃 。 表

面 風 化 剥 離 し て い る 。

16 2 0 S U 1 0 下 層
磨 製 石 斧

（未 製 品 ）
（5 ．1 ） （3 ．2 ） 1 ．5 －

玄 武 岩 濃 灰 色 磨 製 石 斧 の 未 製 品 で 、基 部 破 片 で あ る 。

－1．6 2 1 S U lO 底 砥　 石 1 3 ．1 8 ・4 6 ．0 9 6 0 砂 岩 淡 茶 色

平 面 形 は 長 方 形 状 。 全 体 を 面 取 り 整 形 す

る 。 4 両 を 砥 面 と し て 利 用 。 二 次 火 受 け

る 。

1 7 2 7 S U l l
石 斧 ？

（未 製 品 ）
9 ．7 7 ．5 3 ．8 3 3 4 玄 武 岩 灰 色

横 長 剥 片 を 利 用 。 縁 辺 を 剥 離 調 整 す る 。

横 断 面 形 は 菱 形 状 を 呈 す る 。

2 0 6 S X O 2 砥　 石 （8 ・6 ） （6 ．1 ） （7 ．8 ） 3 4 4 硬 質 砂 岩 暗 灰 褐 色
大 型 の 砥 石 の 破 片 で あ る 。 2 両 を 砥 面 と

し て 利 用 。

2 9 9 S P 4 1 石　 鎌 （5 ．2 ） （4 ．3 ） 0 ・7 5 2 8 堆 積 岩 茶 灰 色
琴 曲 部 の 破 片 。 基 部 と 先 端 を 欠 く 。 両 刃

で あ る －。 表 面 風 化 が 著 し い 。

2 9 1－2 表　 土 ポ イ ン ト 4 ．3 1 ．4 0 ・9 4 黒 曜 石 暗 灰 色
ポ イ ン ト。 縦 長 の 剥 片 を 利 用 。 断 面 形 は

三 角 形 を な す 。

－　64　－
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